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組織マネジメントの工夫で
企業・個人双方にとって
より良い副業の実現を

「副業」容認しますか？
～本業への影響、人事の本音、先進事例などから是非を考える～



　働き方改革を機に推進されてきた副業・兼業の解禁。コロナ禍の影響も
あり、企業による副業解禁の動きはより活発化し、個人の副業への関心も
高まってきているようだ。
　2018 年のモデル就業規則改定のもととなった働き方改革実行計画では、
副業・兼業は「新たな技術の開発、オープンイノベーションや起業の手段、
第２の人生の準備に有効」とされている。大企業を中心に、こうした目的
を主眼に置いて副業・兼業の推進を図っている企業もあるが、このような
ポジティブな目的ばかりで企業の副業解禁が進んでいるわけではない。特
に、コロナ禍で業績が悪化したことにより、やむなく副業解禁に踏み切っ
ているケースも増えてきている。そういった中で、副業解禁が企業にとっ
ても個人にとってもより良い意味を持つためには、どのような点に留意し
て、企業は副業解禁を検討・推進していけばよいのだろうか。
　そこでパーソル総合研究所では、働く個人と企業担当者にそれぞれ、副
業に関する実態調査を実施。2018 年にも実施した副業に関する当社調査
と比較しながら、企業や個人における副業の推進状況や目的の変化を把握
するほか、働き方改革実行計画で明示されていたような効果が実際に見込
めそうなのかについて分析を行った。さらに、副業推進の今後に向けた人
事担当者の考えや、実際に副業を解禁した企業における取り組みの取材な
どを通して、検討時のポイントや、副業推進によって期待されるメリット、
企業に求められる支援の在り方などを探る。

はじめに

企業・個人双方にとって
良い意味を持つ副業の在り方を考える

調査概要

調査名称 第二回　副業の実態・意識に関する定量調査

調査内容
■ 副業に関する企業、個人の実態や意識を明らかにする。
■ 副業による本業へのプラスの影響を高める要因、過重労働リスクを高める要因などを明らかにする。
■ 企業の副業者（他社で雇用されている人材）の受け入れの実態、受け入れ意向を明らかにする。

調査手法 調査モニターを用いたインターネット定量調査

調査時期 2021年3月4～8日

調査対象者

【企業調査】
勤務先従業員人数10人以上、年齢70歳未満 男女
経営層・人事（主任・リーダー以上）で人事管理（制度設計・運用等）について把握している者　n=1,500

【個人調査】
■ スクリーニング対象者
　 勤務先従業員人数10人以上、正社員20～59歳 男女　n=34,824　
※調査結果の数値は平成27年国勢調査の正規の職員・従業員性年代の構成比に合わせてウェイトバック集計実施

■ 本調査対象者　
     上記スクリーニング対象者条件に加え、副業（現金収入を伴う仕事）を現在行っている者 （１カ月間で稼働０時間は除外） n=1,703

実施主体 株式会社パーソル総合研究所

※誌面内図版の構成比の数値は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計・値の合計は必ずしも 100％とならない場合がある。図版中の（　）内の数値はn数。
※本調査分析では、どの要素（説明変数）が、分析対象の成果（目的変数）にどの程度影響を与えているかを分析する「重回帰分析」を行っている（図26、31、32、33、38）。その図中に出てくる「標
準化偏回帰係数」は、影響の度合いを比較できるようにした数値で、数値が大きいほど影響度合いが大きいと見ることができる。
また、図中の***などのアスタリスクは、1％や5%など定められた水準において、統計上、意味のある結果であったことを示している。

副業に関して、2018 年に当社が実施した調査では、モデル就業規則改訂に際し、

企業や個人の副業に対する意識や実態を探った。2021 年に実施した今回の調査で

は、企業における副業の容認状況に加え、副業者の受け入れ状況を聴取したほか、

従業員が副業を行うことによる本業への影響や、コロナ禍の影響、地方副業への意

向についても調査・分析を行った。
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企
業
に
お
け
る
副
業
の
容
認
・
受
け
入
れ
実
態

２
０
１
８
年
の
モ
デ
ル
就
業
規
則
改
定
以
来
、
副

業
を
認
め
る
企
業
は
増
え
た
の
か
。
他
社
か
ら
の

副
業
者
受
け
入
れ
は
進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

経営層・人事 n=1,500　

※数が少数の業種は参考値

全面容認 条件付き容認 全面禁止
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38.2 

50.5 
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49.4 
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59.4 

宿泊業、飲食サービス業（50）

不動産業、物品賃貸業（62）

医療、介護、福祉業（90）

その他のサービス業（212）

運輸業、郵便業（107）

情報通信業（127）

卸売業、小売業（164）

製造業（322）

建設業（135）

金融業、保険業（64）

副業容認企業 n=824

2018年からの増減

従業員の収入補填のため

禁止するべきものではないので

個人の自由なので

働き方改革の促進のため

従業員のモチベーションの向上のため

優秀な人材の定着（離職率の低下）のため

従業員の視野拡大・自主性向上のため

優秀な人材の確保（採用活動）のため

従業員のスキル向上のため

従業員の社外での人脈拡大のため

従業員の生産性の向上のため

イノベーションの拡大のため

転職や再就職の支援のため

社会貢献のため

企業イメージの向上のため
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図2  企業の正社員の副業容認状況（％）［業界別］

図3   副業の容認理由（％）
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条件付き容認
36.8

2018年
（1,641）

2021年
（1,500）

51.2％ 55.0％

57.7

42.8

51.4

70.0

42.3

57.2

48.6

30.0

全体

全面容認企業
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全面禁止企業
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58.4 

52.5 
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46.9 

45.2 

45.0 

41.2 

32.6 

29.9 

41.6 

47.5 

49.5 

53.1 

54.8 

55.0 

58.8 

67.4 

70.1 

条件付きで容認している企業 n= 469

条件・制限付与なし条件・制限付与あり

副業の業務内容

副業の活動日
（平日・休日など）

副業先の企業名・
事業内容

副業の活動量
（１カ月あたりの活動時間・
　活動日数見込みなど）

副業先との契約形態
（雇用契約・業務委託契約など）

副業の活動の時間帯
（就業時間中は禁止、

２２時以降は活動禁止など）

副業の活動期間

副業の目的
（スキルアップのためなど）

副業の活動場所

副業容認企業 n=824
※複数回答

18.2
13.1
10.1
9.8
9.2
8.6
8.3
6.6
6.3
6.1
5.5
4.9
4.9
1.2
52.3

会社による副業の労働時間の把握

人事や上司との定期的な面談・ヒアリング

本業の業務量・仕事内容の調整

副業のやり方などについてのアドバイス

本業の勤務日数の選択が可能（週３、４日勤務など）

悩みや困っていることを相談できる窓口の設置

本業の勤務時間の選択が可能（短時間勤務など）

上司からの職場メンバーへの共有

全社への共有機会の提供

副業募集案件の情報の提供

本業の会社の業務ツール、会議室などの使用許可

本業の残業免除

社内で、副業を行っている人と交流できる場の提供

その他

特にない

※業界、企業規模の構成比が同一になるよう補正し
た数値で比較。
※2018年調査結果と比較する上で、2018年時のデー
タを今回の調査の業界、企業規模の構成比に合わせ
て補正するウェイトバック処理を行い数値の再集計
を実施。2018年調査時の数値は公表済の数値とは異
なる。
■以下2018年公表済み数値
全面容認13.9%、条件付き容認36.1％、全面禁止
50.0％

図1  企業の正社員の副業容認状況（％）
　　　　［2018年との比較］

図4  副業についての就業規則への記載（％）

図5  副業を容認する上での条件や制限の有無（％）

図6  副業者への支援の内容（％）

　

自
社
の
従
業
員
に
よ
る
副
業
に
つ

い
て
、
企
業
側
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
の
か
、
ま
ず
は
企
業
の
副

業
容
認
状
況
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

２
０
２
１
年
の
調
査
で
は
、「
全
面

的
に
容
認
し
て
い
る
」
が
23
・
７
％
、

「
条
件
付
き
で
容
認
し
て
い
る
」
が

31
・
３
％
で
、
合
計
55
・
０
％
の
企
業

が
容
認
し
て
い
る
（
図
１
）。
２
０
１
８

年
の
調
査
で
は
、「
全
面
容
認
」
14
・

４
％
、「
条
件
付
き
容
認
」
36
・
８
％

と
51
・
２
％
の
企
業
が
容
認
し
て
お

り
、
３
年
前
と
比
べ
て
３
・
８
ポ
イ

ン
ト
増
。全
面
容
認
に
関
し
て
は
９
・

３
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
た
。
全
体

的
な
傾
向
と
し
て
は
、
従
業
員
の
副

業
を
容
認
す
る
企
業
は
増
え
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

業
種
別
に
副
業
の
容
認
割
合
を
見

る
と
、
全
面
容
認
し
て
い
る
割
合
が

最
も
多
い
の
は「
宿
泊
業
、飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
」
で
、次
い
で
「
不
動
産
業
、

物
品
賃
貸
業
」「
医
療
、
介
護
、
福

祉
業
」「
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
」

と
続
い
た
（
図
２
）。

　

な
お
図
示
は
し
て
い
な
い
が
、
全

面
容
認
と
条
件
付
き
容
認
を
合
わ
せ

た
割
合
の
前
回
調
査
か
ら
の
増
減

は
、「
不
動
産
業
、
物
品
賃
貸
業
」

が
17
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
、「
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」
が
17
・
５
ポ
イ

ン
ト
増
と
サ
ー
ビ
ス
関
連
の
業
種
を

中
心
に
増
加
が
見
ら
れ
た
。
中
で
も

「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
休
業
や
営
業
時
間
短

縮
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
従
業
員
の

生
活
を
守
る
た
め
収
入
補
填
の
観
点

か
ら
副
業
容
認
に
舵
を
切
っ
た
ケ
ー

ス
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

企
業
に
副
業
を
容
認
す
る
理
由
を

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
か
っ
た

の
は「
従
業
員
の
収
入
補
填
の
た
め
」

　

従
業
員
の
副
業
を
「
全
面
的
に
禁

止
し
て
い
る
」
と
す
る
企
業
は
45
・

１
％
で
あ
っ
た
。
図
示
は
し
て
い
な

い
が
、
副
業
禁
止
理
由
は
「
自
社
の

業
務
に
専
念
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら
」

（
49
・
７
％
）
が
最
多
で
、「
疲
労
に
よ

る
業
務
効
率
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

か
ら
」（
42
・
１
％
）、「
従
業
員
の
過

重
労
働
に
つ
な
が
る
か
ら
」（
39
・

７
％
）
と
続
く
。
従
業
員
の
健
康
に

対
す
る
懸
念
、
そ
れ
に
伴
う
本
業
へ

の
支
障
が
副
業
を
禁
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
理
由
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

前
回
の
調
査
と
比
べ
る
と
、「
情

報
漏
洩
の
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ら
」

で
（
図
３
）、
増
減
は
著
し
く
な
い

が
前
回
調
査
で
も
回
答
数
は
最
多
で

あ
っ
た
。
収
入
面
で
従
業
員
の
要
望

に
対
応
し
き
れ
な
い
た
め
、
従
業
員

の
意
思
を
尊
重
し
て
い
る
実
情
も
見

受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
前
回
の
調

査
か
ら
最
も
増
加
し
た
の
は
、「
禁

止
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
」

と
い
う
理
由
で
、
企
業
側
の
意
識
の

上
で
従
業
員
の
副
業
容
認
が
一
般
化

し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
ほ
か
前
回
か
ら
増
加
し
た
容

認
理
由
は
、「
優
秀
な
人
材
の
定
着

（
離
職
率
の
低
下
）
の
た
め
」「
優
秀

な
人
材
の
確
保
（
採
用
活
動
）
の
た

め
」
だ
。
副
業
の
容
認
は
従
業
員
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
企
業
に
と
っ
て

人
材
確
保
の
た
め
の
有
効
な
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
で
、
転
職
・
再
就
職
支
援
や

社
会
貢
献
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
向
上
を

副
業
容
認
の
理
由
に
挙
げ
る
企
業

は
、前
回
調
査
か
ら
減
少
し
て
い
る
。

企
業
の
副
業
容
認
が
一
般
化
し
つ
つ

あ
る
中
で
、
取
り
立
て
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
企
業
が
多
い
こ
と
の
表
れ
と
い
え

よ
う
。

（
29
・
５
％
）、「
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
流
出

に
つ
な
が
る
か
ら
」（
16
・
４
％
）、「
競

業
と
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ら
」

（
12
・
６
％
）
と
い
っ
た
理
由
も
増
え

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
在
宅

勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
を
進
め

る
企
業
が
急
増
す
る
中
、
従
業
員
の

勤
務
実
態
が
見
え
づ
ら
く
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
面
の
管
理
の
難
度
が
増
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
理
由
が
増

加
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

従
業
員
の
副
業
に
関
し
て
、
就
業

規
則
に
何
ら
か
の
記
載
を
し
て
い
る

企
業
は
全
体
の
約
６
割
で
あ
っ
た（
図

４
）。
そ
の
内
訳
は
、
全
面
容
認
企
業

が
42
・
８
％
、
条
件
付
き
容
認
企
業
が

51
・
４
％
、
全
面
禁
止
企
業
が
70
・

０
％
。
副
業
を
認
め
て
い
る
企
業
の

ほ
う
が
、
副
業
に
関
す
る
記
載
が
就

業
規
則
に
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。

 

ま
た
図
示
は
し
て
い
な
い
が
、
副

業
容
認
企
業
で
届
出
・
申
請
を
条
件

に
す
る
企
業
は
56
・
２
％
、
許
可
制

を
と
っ
て
い
る
の
は
55
・
７
％
で

あ
っ
た
。
副
業
容
認
企
業
の
半
数
以

上
が
従
業
員
の
副
業
に
関
す
る
管
理

を
行
っ
て
い
る
半
面
、
半
数
弱
は
特

に
関
与
し
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

副
業
を
容
認
す
る
上
で
ど
の
よ
う

な
条
件
・
制
限
を
設
け
て
い
る
か
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
副
業
の
業
務
内

容
」「
副
業
の
活
動
日
」「
副
業
先
」

の
制
限
が
多
か
っ
た
（
図
５
）。
本

業
と
の
競
業
、
労
務
上
の
管
理
に
注

意
を
払
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
従
業
員
の

本
業
に
対
す
る
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ

ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
と

思
わ
れ
る
「
副
業
の
目
的
（
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
な
ど
）」
に
つ
い
て
は
、
条

件
や
制
限
を
設
け
て
い
る
企
業
は
３

割
ほ
ど
で
、
さ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。

　

副
業
し
て
い
る
従
業
員
へ
の
企
業

側
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、「
特

に
な
い
」が
半
数
を
超
え
て
い
る（
図

６
）。
支
援
の
内
容
と
し
て
は
、「
会

社
に
よ
る
副
業
の
労
働
時
間
の
把

容
認
状
況
と
理
由

運
用
方
法
と
支
援

サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に

副
業
容
認
は
増
加
傾
向

人
材
確
保
を
図
る

手
段
と
し
て
も
副
業
を
重
視

過
労
へ
の
懸
念
が

副
業
容
認
の
障
壁
に

副
業
に
関
す
る
規
定
や

支
援
の
あ
る
企
業
は
少
数

45



握
」「
人
事
や
上
司
と
の
定
期
的
な

面
談
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
」「
本
業
の
業

務
量
・
仕
事
内
容
の
調
整
」
な
ど
い

ず
れ
も
10
％
台
と
少
数
で
あ
り
、
あ

ま
り
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
は
実
施
し

て
い
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
、

副
業
の
活
動
日
の
制
限
や
労
働
時
間

の
把
握
、
申
請
時
の
副
業
内
容
・
副

業
先
の
制
限
な
ど
に
よ
っ
て
、
従
業

員
の
労
務
管
理
や
健
康
管
理
、
利
益

相
反
に
関
す
る
関
与
は
一
定
行
っ
て

い
る
も
の
の
、
副
業
目
的
の
把
握
や

副
業
開
始
後
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
は
特

に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
企
業
に
と
っ

て
従
業
員
の
副
業
は
あ
く
ま
で
も
本

業
外
の
活
動
で
あ
る
た
め
、
本
業
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
副
業
の
労
働

時
間
や
副
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は

対
応
す
る
も
の
の
、
副
業
者
に
対
す

る
直
接
的
な
支
援
は
考
え
て
い
な
い

と
い
う
の
が
今
の
と
こ
ろ
多
く
の
企

業
の
基
本
姿
勢
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
企
業
の
副
業
者
の
受
け
入

れ
状
況
、
つ
ま
り
他
社
で
正
社
員
な

ど
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
材
の

活
用
に
つ
い
て
、
企
業
側
の
対
応
を

見
て
い
こ
う
。

　

副
業
者
の
受
け
入
れ
状
況
に
つ
い

て
「
受
け
入
れ
あ
り
」
と
回
答
し
た

企
業
は
23
・
９
％
、
現
在
は
受
け
入

れ
て
い
な
い
が
今
後
は
「
受
け
入
れ

意
向
あ
り
」
と
し
た
企
業
は
23
・

９
％
。
合
計
47
・
８
％
の
企
業
が
、

副
業
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
前
向

き
な
姿
勢
を
示
す
結
果
と
な
っ
た

（
図
７
）。

　

副
業
者
の
「
受
け
入
れ
あ
り
」「
受

け
入
れ
意
向
あ
り
」
の
合
計
が
最
も

多
い
業
種
は「
医
療
、介
護
、福
祉
業
」、

次
い
で「
宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」

「
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
」
と
な
っ
た

（
図
８
）。
こ
れ
ら
の
業
種
は
、
自
社

の
従
業
員
の
副
業
に
つ
い
て
も
容
認

し
て
い
る
割
合
が
高
く
、
副
業
と
い

う
働
き
方
に
よ
る
人
材
の
流
れ
が
活

発
な
業
種
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

特
に
「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」

に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時
短
要

請
な
ど
の
影
響
で
変
動
は
あ
る
も
の

の
、
以
前
よ
り
恒
常
的
に
人
手
不
足

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
業
種
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
副
業
者
の
受
け
入
れ
は
、

人
材
確
保
の
手
段
と
し
て
も
他
業
種

に
比
べ
て
一
歩
進
ん
で
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。「
医
療
、介
護
、福
祉
業
」も
、

専
門
的
な
職
種
で
働
き
手
が
限
ら
れ

る
中
、
人
材
の
確
保
に
苦
労
す
る
業

種
で
あ
る
。
加
え
て
従
事
す
る
仕
事

の
内
容
、
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
に
つ

い
て
は
同
業
他
社
で
も
類
似
性
が
高

く
、
即
戦
力
と
し
て
そ
の
ま
ま
通
用

す
る
た
め
、
副
業
者
を
受
け
入
れ
や

す
い
素
地
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

一
方
、
副
業
者
の
受
け
入
れ
が
少

な
い
業
種
は
、「
金
融
業
、
保
険
業
」

で
あ
っ
た
。
特
に
銀
行
な
ど
は
、
近

年
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
進
展
を
背
景

に
業
務
効
率
化
な
ど
に
力
を
入
れ
て

い
る
実
情
も
あ
り
、
人
員
過
剰
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
業
種
で
も
あ
る
。
ま

た
、
信
用
情
報
な
ど
機
密
性
の
高
い

デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
こ
と
も
副
業
者

の
受
け
入
れ
に
消
極
的
な
姿
勢
が
見

ら
れ
る
一
因
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

副
業
者
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
企
業
規

模
別
で
見
て
い
く
と
、

「
受
け
入
れ
あ
り
＋
受
け
入
れ
意
向

あ
り
」
と
回
答
し
た
の
は
、
従
業
員

数
が
「
10
〜
１
０
０
人
未
満
」
と

「
１
万
人
以
上
」
の
企
業
で
半
数
を

超
え
て
い
る
。
一
方
、
従
業
員
数
が

「
１
０
０
〜
１
万
人
未
満
」
の
企
業

で
は
半
数
を
切
り
、
副
業
者
の
受
け

入
れ
へ
の
姿
勢
は
、
小
規
模
の
会
社

と
大
企
業
に
偏
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

副
業
者
を
受
け
入
れ
る
理
由
に
つ

受け入れ意向
なし
52.3

受け入れ意向
あり
23.9

受け入れ
あり
23.9

経営層・人事
n=1,500

 
 

受け入れなし
計

76.2％

受け入れあり・
受け入れ意向あり

計

47.8％

39.9

22.3 20.4 17.3 16.2 12.8 11.7
4.7

25.7

元
社
員

人
材
紹
介
サ
ー
ビ
ス

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
告
媒
体
（
Ｗ
e
b
）

広
告
媒
体

（
新
聞
、
求
人
誌
、

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
等
）

Ｗ
e
b

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ

そ
の
他

知
人
・
社
員
か
ら
の
紹
介

副業者受け入れ企業 n=358
※複数回答

12.0
8.7 7.8 7.5 7.3 7.0 6.7 6.7 6.4 6.4 6.4 5.6 5.3 4.7

1.1

56.1

労
務
管
理
が
煩
雑

ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
流
出

情
報
漏
洩
の
発
生

業
務
進
捗
の
管
理
が
困
難

副
業
者
の
過
重
労
働
の

発
生

周
囲
の
従
業
員
と
の

連
携
不
足

指
揮
命
令
が
困
難

業
務
の
割
り
振
り
が
困
難

期
待
に
対
す
る
結
果
・

成
果
が
低
い

周
囲
の
従
業
員
か
ら

不
満
の
発
生

周
囲
の
従
業
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下

周
囲
の
従
業
員
と
の

関
係
性
の
構
築
不
足

企
業
秩
序
の
乱
れ
の
発
生

競
業
の
発
生

そ
の
他

特
に
な
い

副業者受け入れ企業 n=358
※複数回答

受け入れあり ＋
受け入れ意向あり

業
種

10～100人未満
100～1,000人未満
1,000～10,000人未満
10,000人以上

(212)

(164)

(322)
(64)
(696)
(499)
(223)
(82)

企
業
規
模

その他のサービス業

卸売業、小売業

製造業
金融業、保険業

(50)宿泊業、飲食サービス業

(62)不動産業、物品賃貸業

(135)建設業

(90)医療、介護、福祉業

(127)情報通信業

(107)運輸業、郵便業

図7  副業者の受け入れ状況（％）

副業者受け入れ企業・受け入れ意向企業 n=716

26.4
22.6
19.7
18.0
15.4
15.2
14.8
13.7
13.5
12.2
10.3
9.6
8.8
7.4

多様な人材確保が可能だから
高度なスキルを持った人材確保が可能だから
迅速に人材確保が可能だから
新たな知識・経営資源の獲得が可能だから
正社員で採用困難な稀少スキルを保有した人材確保が可能だから
コストメリットがあるから
正社員で採用するよりも、優秀な人材の確保が容易だから
周りの従業員に良い刺激になるから
社外の人脈拡大が可能だから
プロジェクトやタスク単位で必要な人材確保が可能だから
新規事業立ち上げ／推進のため
オープンイノベーションの促進のため
企業イメージの向上のため
居住地を問わず、人材確保が可能だから

1万人以上企業と
100人未満企業の
GAP

+14.8pt
－6.9pt

+16.9pt

+14.5pt
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+12.1pt

図 9  副業者の受け入れ理由（％）

図11  副業者の採用経路（％）

図8  副業者の受け入れ状況・受け入れ意向（％）
　　　 [業種・企業規模別 ]

い
て
も
、
企
業
規
模
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。例
え
ば
、

全
体
で
最
も
多
い
受
け
入
れ
理
由
の

「
多
様
な
人
材
確
保
が
可
能
だ
か
ら
」

は
、
１
０
０
人
未
満
の
小
規
模
企
業

で
は
22
・
８
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、

１
万
人
以
上
の
企
業
で
は
15
・
９
％

と
、
大
企
業
の
ほ
う
が
６
・
９
ポ
イ

ン
ト
少
な
く
な
っ
て
い
る
（
図
９
）。

ま
た
、
全
体
で
2
番
目
に
多
い
理
由

の
「
高
度
な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材

確
保
が
可
能
だ
か
ら
」
は
、
大
企
業

で
は
小
規
模
企
業
に
比
べ
14
・
８
ポ

イ
ン
ト
多
い
。

　

中
で
も
、
大
企
業
の
ほ
う
が
特
に

多
か
っ
た
も
の
は
、「
新
規
事
業
立

ち
上
げ
／
推
進
の
た
め
」（
＋
17
・
０

ポ
イ
ン
ト
）、「
新
た
な
知
識
・
経
営

資
源
の
獲
得
が
可
能
だ
か
ら
」（
＋

16
・
９
ポ
イ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
。
大

企
業
で
は
、
新
た
な
知
識
や
高
度
な

ス
キ
ル
を
持
つ
副
業
者
を
、
新
規
事

業
な
ど
へ
の
寄
与
を
期
待
し
て
受
け

入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
職
種
で
副
業

者
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、最
も
多
い
の
は「
営
業
」、

次
い
で
多
い
の
が
「
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ

ア
」「
情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
」
と
上

位
３
つ
の
う
ち
、
２
つ
が
Ｉ
Ｔ
関
連

で
あ
っ
た
。（
図
10
）。
事
業
運
営
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
が

進
む
中
、大
企
業
を
中
心
に
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
へ
の
取
り
組
み
も
加
速
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

支
え
る
Ｄ
Ｘ
人
材
を
獲
得
す
る
手
段

と
し
て
、
専
門
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
副
業
者
の
受
け
入
れ
に
力
を
入

れ
て
い
る
実
態
が
垣
間
見
え
る
。

　

副
業
者
の
採
用
経
路
、
受
け
入
れ

る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

「
知
人
・
社
員
か
ら
の
紹
介
」
が
最

も
多
か
っ
た
。
次

い
で
「
元
社
員
」

と
い
う
ケ
ー
ス
が

多
い
。
元
社
員
に

は
、
他
社
へ
の
転

職
者
の
ほ
か
結
婚

や
出
産
な
ど
で
退

職
し
た
女
性
な
ど

も
含
ま
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る

（
図
11
）。
こ
の
結

果
か
ら
、
社
内
に

受
け
入
れ
る
以
上

は
、
副
業
者
の

キ
ャ
リ
ア
や
人
柄
な
ど
、
一
定
の
信

用
を
担
保
し
た
い
と
い
う
企
業
の
思

惑
が
見
え
る
。

　

な
お
図
示
は
し
て
い
な
い
が
、
受

け
入
れ
て
い
る
副
業
者
の
雇
用
・
契

約
形
態
に
つ
い
て
は
、「
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
」
が
最
も
多
く
45
・

０
％
、次
い
で
「
業
務
委
託
契
約
（
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
）」
が
41
・
１
％
で
あ
っ

た
。
労
働
時
間
の
管
理
、
雇
用
保
険

の
適
用
関
係
が
ま
だ
十
分
に
整
備
さ

れ
て
い
な
い
実
情
も
あ
り
、
副
業
者

と
雇
用
契
約
を
結
ぶ
ケ
ー
ス
は
全
体

的
に
少
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

副
業
者
を
受
け
入
れ
る
企
業
側
が

感
じ
る
課
題
・
問
題
を
聴
取
す
る
と
、

「
労
務
管
理
が
煩
雑
」
が
最
多
で
あ

り
、「
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
流
出
」「
情
報

漏
洩
の
発
生
」
が
続
い
た
（
図
12
）。

労
務
管
理
に
関
し
て
は
、
労
働
時
間

の
把
握
が
か
な
り
複
雑
で
あ
る
た
め

通
算
の
問
題
が
生
じ
る
懸
念
や
、
副

業
者
の
労
災
適
用
な
ど
で
判
断
に
困

る
ケ
ー
ス
が
生
じ
る
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

副
業
者
の
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
、
自

社
の
大
切
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
デ
ー
タ
が

漏
れ
て
し
ま
う
事
態
も
リ
ス
ク
と
し

て
企
業
側
は
感
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
副
業
者
に
関
す

る
課
題
や
問
題
は
「
特
に
な
い
」

（
56
・
１
％
）
と
回
答
す
る
企
業
も
半

図12  副業者の受け入れ課題・問題（％）
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
現
在
、
副

業
者
の
数
自
体
が
ま
だ
少
な
く
、
ま

た
知
人
の
紹
介
や
元
社
員
な
ど
信
用

の
あ
る
人
か
ら
の
採
用
や
、
個
人
事

業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
の
契

約
で
の
副
業
受
け
入
れ
が
主
流
で
あ

る
た
め
、
重
要
な
問
題
が
ま
だ
顕
在

化
し
て
い
な
い
段
階
と
見
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。

受
け
入
れ
状
況
と
課
題

受
け
入
れ
姿
勢
は
約
半
数

小
規
模
企
業
と
大
企
業
に
多
い

新
規
事
業
推
進
の
た
め

副
業
者
を
受
け
入
れ
る
大
企
業

副
業
者
の
労
務
管
理
が

煩
雑
と
感
じ
る
企
業
も

営業

ITエンジニア

情報システム関連

営業企画

経理・財務

経営企画

デザイナー

新規事業企画

マーケティング

販売促進

19.6

15.6

13.7

11.2

11.2

10.9

10.5

9.6

9.6

9.6

副業者受け入れ企業・受け入れ意向企業 n=716
※複数回答

図10  受け入れている／受け入れを検討している副業者
        （他社で雇用されている人材）の職種（％）
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当
社
の
副
業
制
度
は
、
社
員
が
や
り
が
い

や
熱
意
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
目

的
と
す
る「
フ
ル
ス
イ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
２
０
１
７
年
10
月
に
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
や
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
含
め
多

岐
に
わ
た
る
た
め
、
個
別
制
度
の
運
用
に
と

ど
ま
ら
ず
、
あ
え
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う

大
き
な
枠
組
み
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
に
は
、
技
術
を
生
か
し
て
多
様
な
働

き
方
を
求
め
る
人
材
が
多
く
、
以
前
か
ら
副

業
を
望
む
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
会
社

と
し
て
は
社
内
の
仕
事
に
集
中
し
て
も
ら
い

た
い
た
め
、
副
業
を
認
め
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
個
人
の
自
己
実
現
の
機
会
の
す
べ
て

を
Ｎ
Ｇ
に
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
と
の
議

論
か
ら
、
副
業
制
度
の
容
認
に
舵
を
切
り
ま

し
た
。

　

一
方
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
展
開
す
る

当
社
で
あ
れ
ば
、
新
し
い
経
験
は
社
外
だ
け

で
な
く
社
内
で
も
で
き
る
は
ず
だ
と
い
う
考

え
か
ら
、
３
つ
の
人
事
制
度
を
同
時
期
に
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
異
動
に
よ
り
社
内
で
の
働

き
方
を
自
ら
の
意
思
で
変
え
て
い
く
「
シ
ェ

イ
ク
ハ
ン
ズ
制
度
」、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加

の
形
で
他
事
業
に
関
与
で
き
る
「
ク
ロ
ス

の
内
容
を
踏
ま
え
、
副
業
を
継
続
し
て
大
丈

夫
そ
う
か
を
人
事
か
ら
副
業
者
の
上
長
に
確

認
し
て
い
ま
す
。
制
度
導
入
時
に
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
仕
組
み
を
設
計
し
た
こ
と
は
、
経

営
側
の
安
心
感
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
時
間
も
業
務
ツ
ー
ル
で
把
握
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
健
康
状
態
が
低
下
し
て
い

た
と
し
て
も
原
因
は
副
業
と
本
業
で
の
切
り

分
け
が
難
し
い
た
め
、
事
務
局
で
は
健
康
上

の
問
題
が
見
ら
れ
た
時
点
で
副
業
を
ス
ト
ッ

プ
し
て
も
ら
う
よ
う
通
知
す
る
に
と
ど
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
深
刻
な
問
題
は
出
て

い
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
が
少
し
で
も
不
調
を

感
じ
て
い
る
場
合
は
健
康
管
理
室
な
ど
の
窓

口
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

副
業
制
度
の
開
始
か
ら
４
年
間
に
約

５
６
０
件
の
副
業
が
承
認
さ
れ
、
今
も
月
15

件
ず
つ
く
ら
い
申
請
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

１
人
が
複
数
の
副
業
を
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

た
め
、
人
数
で
は
約
４
５
０
名
が
制
度
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
利
用
率
は

導
入
開
始
以
来
13
〜
17
％
（
※
）
と
ほ
ぼ
一

定
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
（
２
０
２
１
年

11
月
時
点
）。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
申
請

数
に
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

年
齢
別
で
は
、
当
社
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー

ン
で
あ
る
40
代
以
下
が
必
然
的
に
多
く
な
り

ま
す
が
、
各
年
代
に
占
め
る
利
用
者
の
割
合

は
均
一
で
、
60
代
の
利
用
者
も
い
ま
す
。
職

種
別
で
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
職
が
最
も
多
く
、
そ

れ
以
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
職
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

職
で
も
一
定
利
用
が
あ
る
状
況
で
す
。
デ
ザ

イ
ナ
ー
は
ス
ポ
ッ
ト
的
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
は

長
期
的
に
従
事
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

副
業
の
内
容
は
、
自
身
が
持
つ
技
術
や
ス

キ
ル
を
使
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
当
社
の
事
業

や
現
状
の
自
身
の
役
割
で
は
行
え
な
い
も
の

が
多
い
で
す
。
例
え
ば
、
社
内
で
は
使
用
し

て
い
な
い
技
術
に
挑
戦
す
る
、
現
場
を
離
れ

た
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
手
を

動
か
す
と
い
っ
た
副
業
で
す
。
本
業
と
異
な

る
フ
ェ
ー
ズ
や
角
度
の
も
の
に
触
れ
る
こ
と

で
新
し
い
気
付
き
を
得
て
、
本
業
に
生
か
せ

る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

制
度
を
導
入
し
た
当
初
は
、
上
長
に
よ
っ

て
副
業
に
対
す
る
許
容
範
囲
や
態
度
に
差
が

あ
る
こ
と
も
想
定
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
は

特
に
差
は
な
く
、
承
認
さ
れ
に
く
く
て
困
っ

て
い
る
と
い
う
声
も
な
け
れ
ば
、
副
業
に
の

め
り
込
ん
で
本
業
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
声
も
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

上
司
や
同
僚
の
理
解
に
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
が

関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
も
そ

も
Ｉ
Ｔ
業
界
に
は
専
門
技
術
を
持
つ
人
材
が

複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
社
は
自
律
自
走
の
考

え
が
浸
透
し
て
い
る
た
め
、
副
業
が
成
立
し

や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
、
承
認
の
線
引
き
は
難
し
い
判

断
で
す
。
そ
こ
で
、
当
社
で
は
最
低
限
の
承

認
基
準
だ
け
設
け
、入
口
は
緩
め
に
承
認
し
、

経
過
を
し
っ
か
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
問
題

が
起
き
た
ら
す
ぐ
に
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
制

度
設
計
に
し
ま
し
た
。
現
状
、
大
き
な
問
題

は
生
じ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
が
多
い
印
象
で
す
。

　

環
境
変
化
が
激
し
い
中
、
本
業
に
と
ど
ま

ら
な
い
多
様
な
経
験
を
通
し
て
キ
ャ
リ
ア
を

形
成
し
て
い
き
た
い
と
い
う
個
人
の
ニ
ー
ズ

は
や
は
り
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
会
社

が
提
供
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
研
修
制
度
だ

け
で
な
く
、
社
外
も
含
め
た
機
会
提
供
と
い

う
意
味
で
、
副
業
制
度
の
存
在
は
社
員
の
成

長
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
に
副
業
制
度
が
あ
る
こ
と
は
、
採
用

候
補
者
に
も
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
途
入

社
者
は
も
ち
ろ
ん
、
新
卒
入
社
者
で
も
入
社

前
か
ら
副
業
希
望
を
受
け
る
こ
と
が
珍
し
く

な
く
、
副
業
制
度
が
あ
る
こ
と
で
採
用
の
後

押
し
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
が
こ
の
数
年
で

増
え
て
い
ま
す
。
会
社
と
し
て
は
本
業
の
成

長
が
最
優
先
で
す
の
で
、
当
社
も
決
し
て
副

業
を
奨
励
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
や

り
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
や
っ
て
み
れ
ば

い
い
」
と
い
う
風
土
・
考
え
の
下
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
実
施
し
た
結
果
、
当

社
で
は
好
影
響
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
。
も

し
希
望
者
が
い
る
の
な
ら
、
そ
う
恐
れ
ず
に

始
め
て
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
際
、
本
業
へ
の
悪
影
響
が
見
ら

れ
る
場
合
は
す
ぐ
に
や
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
社
員
に
も
し
っ
か
り
伝
え
、
事
前
に
期
待

値
を
調
整
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

副
業
に
よ
っ
て
、
退
職
・
転
職
し
な
け
れ

ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
う
し
た
機
会
提
供
を
副
業
任
せ
に
は

せ
ず
、
本
業
側
で
も
魅
力
的
な
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
強
く
意
識
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
は
「
多
様
な
人
材
が
活
躍
し
て

成
長
す
る
場
を
つ
く
る
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
や
バ

リ
ュ
ー
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
社
会
的
に

は
、
今
後
、
特
に
Ｉ
Ｔ
業
界
で
は
雇
用
に
捉

わ
れ
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
人
が
集
ま

る
よ
う
な
働
き
方
が
増
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
働

く
場
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
も
、

こ
の
先
も
社
内
外
を
問
わ
ず
社
員
が
良
い
成

長
を
す
る
機
会
支
援
を
し
つ
つ
、
事
業
の
発

展
に
つ
な
が
る
場
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
制
度
」、そ
し
て
社
外
に
お
け
る
「
副

業
制
度
」
で
す
。
こ
れ
ら
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

や
自
己
実
現
の
選
択
肢
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
提
示
し
て
い
ま
す
。

　

副
業
承
認
の
基
準
は
、
健
康
管
理
と
競
合

支
援
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
そ
し
て
本
業
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
と
い
う
３
点
で
す
。
社

員
が
社
内
業
務
ツ
ー
ル
か
ら
申
請
し
て
、
直

属
の
上
司
と
事
業
本
部
長
の
承
認
を
得
た

後
、
最
後
に
人
事
の
副
業
事
務
局
が
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。
副
業
先
と
の
雇
用
形
態
は
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
従
事
す
る
も
の
に
限
っ

て
い
ま
す
。

　

１
カ
月
の
副
業
時
間
は
35
時
間
以
内
と
し

て
い
ま
す
。
時
間
外
休
日
労
働
時
間
の
上
限

で
あ
る
月
平
均
80
時
間
か
ら
当
社
の
み
な
し

残
業
時
間
の
45
時
間
を
差
し
引
い
た
時
間
で

す
。
35
時
間
を
超
え
て
副
業
し
た
い
と
い
う

場
合
は
、
長
時
間
労
働
で
健
康
を
害
さ
な
い

よ
う
に
、
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
で
の
勤
務
・
給
与
を
減

ら
し
て
副
業
の
時
間
を
確
保
で
き
る
「
時
短

制
度
」
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

副
業
承
認
後
は
、
四
半
期
ご
と
に
業
務

ツ
ー
ル
で
状
況
報
告
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

利
用
者
の
健
康
状
態
と
本
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
本
人
の
自
己
評

価
と
上
長
の
客
観
評
価
の
２
軸
で
管
理
。
そ

多
様
な
働
き
方
の
機
会
を
提
供
す
る

「
フ
ル
ス
イ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

技
術
を
生
か
せ
る
社
内
に
な
い
仕
事
へ

制
度
の
利
用
状
況
は
13
〜
17
％

自
律
自
走
の
カ
ル
チ
ャ
ー
が

副
業
の
健
全
な
運
営
を
後
押
し

成
長
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
効
果

魅
力
あ
る
環
境
づ
く
り
は
続
く

承
認
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

「
副
業
三
原
則
」
を
掲
げ
る

Ｉ
Ｔ
企
業
の
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
（
以
下
、
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
）

は
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
社
会
課
題
の
解
決
を
軸

に
複
数
の
事
業
を
展
開
。
社
員
が
熱
意
を
持
っ
て
働
け
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
中
、
本
業
で
得
ら
れ
な
い
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し
て
副
業
制
度
を
立
ち

上
げ
た
。
制
度
導
入
と
運
営
の
担
当
者
に
、
運
用
課
題
の

解
決
、
導
入
効
果
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
伺
っ
た
。

個人の成長と自己実現を促す場をつくる
副業制度はその選択肢のひとつ

C A S E  S T U D Y  1

ヒューマンリソース本部
人事総務部 部長

ヒューマンリソース本部
人事総務部 労政グループ

高橋直人 氏 宮崎喜弘 氏

図C・図Dともヤフー提供資料より

株式会社ディー・エヌ・エー（DeNA）企業事例 1

※DeNAに在籍している従業員について、以下の計算式で算出。〈副業をしていてDeNAに雇用されている正社員〉÷〈DeNAに雇用されている正社員〉×100
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社
会
環
境
や
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

多
様
化
す
る
中
、
わ
れ
わ
れ
地
方
銀
行
に
求

め
ら
れ
る
役
割
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
多
様
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
や
価

値
観
に
捉
わ
れ
な
い
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
役
職
員
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
考
え
、
多
様
な
意
見
を
認
め
合
い
な
が

ら
挑
戦
し
続
け
る
組
織
風
土
に
変
わ
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
人
事
制
度
改
革
で
は
、「
自
律
」「
挑

戦
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
新
た

な
人
事
施
策
を
順
次
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
ひ
と
つ
と
な
る
の
が
副
業
・
兼
業

制
度
で
す
。

　

当
行
が
第
14
次
中
期
経
営
計
画
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
る
「
課
題
解
決
型
企
業
グ
ル
ー
プ

へ
の
変
革
」
を
果
た
す
に
は
、
旧
来
の
銀
行

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
が
必
要
で

す
。
銀
行
内
部
の
み
で
の
画
一
的
な
キ
ャ
リ

ア
・
価
値
観
の
形
成
で
は
、Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ブ
ー

カ
）
と
い
わ
れ
る
複
雑
で
予
測
困
難
な
時
代

を
生
き
残
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

早
稲
田
大
学
の
入
山
章
栄
教
授
が
提
唱
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
企
業

代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
多
様
性
を

許
容
し
な
け
れ
ば
新
し
い
発
想
や
考
え
方
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
人
事
制
度
改
革

の
狙
い
に
は
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
労
時
間
外
に
個
人
事
業
主
と
し

て
従
事
す
る
副
業
の
ほ
か
、
銀
行
の
就
業
時

間
内
に
週
１
日
程
度
従
事
す
る
兼
業
も
推
進

し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
全
役
職
員
が
対
象

で
す
。

　

以
前
か
ら
他
行
・
他
社
に
１
〜
２
年
間
の

派
遣
で
経
験
を
積
む
機
会
は
あ
り
ま
し
た

が
、
役
職
員
に
し
て
み
れ
ば
現
業
を
完
全
に

離
れ
る
こ
と
は
不
安
な
面
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
週
１
日
の
兼
業
で
あ
れ
ば
、
よ
り
挑

戦
し
や
す
い
と
考
え
、
２
０
２
１
年
度
４
月

よ
り
銀
行
業
以
外
の
民
間
事
業
会
社
で
の
兼

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
先
述
の
他
行
・
他
社

派
遣
も
含
む
「
マ
イ
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン

制
度
」
の
１
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
２
月
に
希
望

者
を
公
募
し
ま
し
た
。
兼
業
先
は
す
べ
て
銀

行
側
が
用
意
し
て
い
ま
す
。
初
年
度
は
マ
ス

コ
ミ
、
Ｉ
Ｔ
、
商
社
、
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
、

事
業
継
承
支
援
の
５
社
で
５
名
が
兼
業
を
し

て
い
ま
す
（
※
）。

　

副
業
も
兼
業
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
募
集

を
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
は
随
時
申
請
を
受

け
、
現
在
13
名
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
副
業

の
内
容
は
不
動
産
鑑
定
士
や
社
会
保
険
労
務

士
な
ど
の
資
格
を
生
か
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
が
主
で
す
が
、
動
画
編
集
や
Ｗ
ｅ
ｂ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
Ｅ
Ｃ
事
業
に
挑
戦
す
る

人
も
い
ま
す
。

　

副
業
は
、
所
属
部
署
に
話
を
通
し
た
上
で

経
営
管
理
部
長
が
決
裁
し
ま
す
。
２
０
２
１

年
に
コ
ア
タ
イ
ム
を
撤
廃
し
て
フ
ル
フ
レ
ッ

ク
ス
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、副
業
・

兼
業
の
計
画
が
立
て
や
す
い
労
働
環
境
に

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

２
０
２
１
年
上
期
は
人
事
制
度
改
革
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
優
先
で
し
た
が
、下
期
は
副
業
・

兼
業
を
運
用
し
な
が
ら
定
着
を
図
っ
て
い
ま

す
。
効
果
が
見
え
て
く
る
の
は
ま
だ
先
で
す

が
、
利
用
者
の
報
告
会
は
ぜ
ひ
取
り
組
み
た

い
施
策
で
す
。

　
役
職
員
の
副
業
解
禁
に
先
立
ち
、
２
０
２
０

年
３
月
よ
り
、
外
部
か
ら
の
副
業
者
の
受

け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
月
間
の
労
働

時
間
や
労
働
日
数
な
ど
、
個
別
に
条
件
を

決
定
し
た
上
で
、
４
名
に
従
事
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
最
初
の
受
け
入
れ
は
、
メ
ル
カ

リ
の
社
員
の
方
で
し
た
。
新
卒
採
用
の
施
策

を
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
セ
ミ
ナ
ー
の
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
な
ど
の
提
案

が
あ
り
、
そ
の
徹
底
し
た
顧
客
目
線
で
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
、非
常
に
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
人
事
制
度
改
革
に
伴
い
、
新
た
に
導
入

し
た
評
価
制
度
Ｏ
Ｋ
Ｒ
の
骨
子
設
計
、
１

ｏ
ｎ
１
の
実
施
な
ど
に
も
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

副
業
者
の
受
け
入
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
が
必
要
と
す
る
人
材
を
、
知
人
の
紹
介
や

交
流
の
中
か
ら
オ
フ
ァ
ー
し
て
い
ま
す
。
副

業
者
の
受
け
入
れ
も
ま
た
、《
知
の
探
索
》

に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
人

脈
を
つ
く
る
活
動
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
役
職
員
の
誰
も
が
《
知
の
探
索
》

を
し
て
、「
社
外
の
点
と
社
内
の
点
を
つ
な

げ
る
と
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
起
こ
る
」
と
い

う
考
え
や
実
感
が
定
着
す
れ
ば
、
副
業
者
の

受
け
入
れ
は
も
っ
と
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
人
事
制
度
改
革
で
は
、
先
述
の
通

り
、
Ｏ
Ｋ
Ｒ
を
導
入
し
、
10
月
に
運
用
を
開

始
。
組
織
風
土
変
革
の
た
め
、
風
土
を
築
い

て
き
た
評
価
制
度
の
刷
新
に
も
切
り
込
み
ま

し
た
。

　

導
入
の
狙
い
や
運
営
の
仕
方
を
現
場
に
定

着
さ
せ
る
た
め
、
管
理
職
を
対
象
に
し
た
評

価
者
研
修
の
ほ
か
、
全
役
職
員
向
け
に
店
内

勉
強
会
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
組
織
に
は
少
し

ず
つ
変
化
が
芽
生
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
企
画
等
は
１
０
０
％

作
り
込
ん
で
か
ら
の
提
出
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
最
近
で
は
修
正
し
な
が
ら
走
ら
せ
る

ア
ジ
ャ
イ
ル
型
の
進
め
方
を
許
容
す
る
文
化

が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
新
し
い
挑
戦
や
ス

ピ
ー
ド
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
証
拠
に
、
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
制

度
の
応
募
に
も
数
多
く
の
方
が
事
業
案
を
提

出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

20
年
前
で
あ
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
会
社
に
定

年
ま
で
勤
め
る
こ
と
が
主
流
で
し
た
が
、
今

の
若
い
世
代
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
て
、
自
身
で
生
き
方
を
選
び
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
銀
行
も
そ
う
し
た
働
き
方
の

多
様
化
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
、
新
し
い
も

の
は
生
ま
れ
ず
、
ま
た
働
く
人
々
か
ら
も
選

ば
れ
な
く
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
は
立
ち
行
か
な

く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

副
業
が
国
内
で
一
般
的
な
も
の
に
な
る
の

は
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
定

数
の
人
が
始
め
れ
ば
一
気
に
広
が
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

変
化
を
恐
れ
ず
成
長
を
続
け
る
に
は
、
変

化
の
常
態
化
を
許
容
す
る
組
織
に
な
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
役
職
員
一
人
ひ
と
り
が
変
化

に
向
か
っ
て
、
自
ら
《
知
の
探
索
》
を
し
、

点
と
点
を
つ
な
げ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、

人
事
制
度
改
革
で
目
指
す
「
自
律
」「
挑
戦
」

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
の
ゴ
ー
ル
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

は
組
織
内
に
存
在
す
る
《
知
の
深
化
》
で
事

業
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
は
組
織
に
は
な
い
新
た
な
視
点
や
人

脈
を
獲
得
す
る
た
め
の
《
知
の
探
索
》
が
必

要
で
す
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
離
れ
た
点
と
点
を
結

び
つ
け
る
新
結
合
で
起
こ
り
ま
す
。
副
業
・

兼
業
制
度
は
、
グ
ル
ー
プ
内
に
は
な
い
知
見

を
得
る
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
に
な
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
副
業
・
兼
業
で

得
た
こ
と
を
す
ぐ
に
社
内
の
ほ
か
の
点
と
結

び
つ
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

や
り
続
け
な
け
れ
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
な
く
、
組
織
風
土
も
変

わ
ら
な
い
の
で
す
。
積
極
的
な
推
進
活
動
を

通
し
て
、「
今
こ
そ
変
わ
る
必
要
が
あ
る
ん

だ
」
と
い
う
こ
と
を
役
職
員
自
身
が
危
機
感

を
持
っ
て
認
識
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

副
業
制
度
を
積
極
的
に
推
進
す
る
目
的
は

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
静
岡
銀
行
グ

ル
ー
プ
内
外
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
に
よ
っ

て
幅
広
い
視
点
や
人
脈
を
獲
得
し
て
、
価
値

観
を
多
様
化
す
る
こ
と
。
２
つ
目
は
多
様
な

働
き
方
を
提
示
し
、
認
め
る
こ
と
で
役
職
員

の
自
己
実
現
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
組
織

に
協
調
性
や
融
和
性
が
最
も
重
視
さ
れ
る
時

経
験
・
知
識
・
視
点
を
多
様
化

自
己
実
現
の
支
援
が
目
的

２
０
２
１
年
、
静
岡
銀
行
は
20
年
ぶ
り
と
な
る
抜
本
的
な

人
事
制
度
改
革
を
行
っ
た
。
ゴ
ー
ル
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
変
革
」
の
実
現
。
十
数
項
に
お
よ
ぶ
新
た
な
人
事
施
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
副
業
・
兼
業
の

拡
大
だ
。
予
測
不
能
な
時
代
に
生
き
残
り
を
か
け
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
組
織
へ
シ
フ
ト
す
る
た
め
の
人
事
の

取
り
組
み
を
伺
っ
た
。

ビジネスモデル変革の実現に向けて
副業・兼業による《知の探索》を推進

C A S E  S T U D Y  2

経営管理部 
人事開発グループ長

経営管理部 
人事開発グループ 課長

海野和正 氏 細田和宏 氏

図C・図Dともヤフー提供資料より

株式会社静岡銀行企業事例 2

※2021年11月時点。

組
織
風
土
の
変
革
を
狙
い

銀
行
で
も
副
業
全
面
解
禁

外
部
か
ら
受
け
入
れ
た
副
業
者
が

新
卒
採
用
や
Ｏ
Ｋ
Ｒ
設
計
に
ア
ド
バ
イ
ス

評
価
制
度
の
刷
新
で

変
化
を
恐
れ
な
い
組
織
づ
く
り
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個
人
に
お
け
る
副
業
の
実
施
状
況

副
業
を
し
て
い
る
人
の
割
合
や
実
際
の
活
動
状
況
、

副
業
を
始
め
た
時
期
や
動
機
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
く
。

第2章

副
業
実
施
の
実
態

図14  正社員の非副業者の副業意向（％）
　　　　［2018年との比較］

10.9
9.3

2018年 2021年

1.6pt 
down

（13,958) （34,824)

※平成27年国勢調査のデータより
正規の職員・従業員性年代（5歳刻み）の
構成比に合わせたウェイトバック処理後の数値

本業の個人年収 現在副業者

8.9
9.8
10.8
9.3
9.5
8.3
18.8
33.5
※平成27年国勢調査のデータより正規の職員・従業員性年代（5歳刻み）の

構成比に合わせたウェイトバック処理後の数値

副業意向者（非副業者）

(1,612)
(10,973)
(8,686)
(3,533)
(1,454)
(811)
(106)
(85)

(1,770)
(12,158)
(9,739)
(3,895)
(1,607)
(884)
(130)
(127)

200万円未満
200～400万円未満
400～600万円未満
600～800万円未満
800～1,000万円未満
1,000～1,500万円未満
1,500～2,000万円未満

2,000万円以上

41.1
45.1
42.5
38.3
36.4
32.7
34.2
22.6

副業者 n=1,703
※複数回答

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位

11位

12位

12位

14位

15位

16位
17位
18位
19位
20位

Webサイト運営（ブログ運営、YouTubeなど）

配送・倉庫管理・物流

ライター・Webライター

eコマース（インターネット通販・ネットショップ販売）

販売・サービス系職種（店舗内・事業所内）

事務・アシスタント（データ入力含む）

その他専門職

フードデリバリー・配達

医療系専門職種

IT系技術職種

製造（組立・加工）

福祉系専門職（介護福祉士・ヘルパーなど）

教員・講師・インストラクター

その他クリエイティブ系（デザイナー、各種クリエイター）

Webクリエイティブ
（Ｗebデザイナー、プランナー、プロデューサーなど）

商品開発・研究

不動産関連　専門職種

営業

顧客サービス・サポート

建築・土木系　技術職種

12.6
11.2
8.6
7.7
7.3
6.4
6.2
6.0
5.3
4.9

4.8

4.5

4.5

4.2

4.0

3.9
3.7
3.6
3.5
3.3

1位 (100)

2位
(137)

3位 (638)

4位 (464)
5位 (195)
6位 (90)

7位 (487)
8位 (200)
9位 (2,061)

10位
(54)

11位 (495)
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※n数が少数の業種は参考値

図13  正社員の副業者の割合（％）
　　　　［2018年との比較］

図18  正社員の副業内容（％）

　

こ
こ
か
ら
は
、
副
業
を
し
て
い
る

従
業
員
側
に
視
点
を
移
し
て
そ
の
実

態
を
見
て
い
き
た
い
。
現
在
、
正
社

員
で
副
業
し
て
い
る
人
の
割
合
は

９
・
３
％
。
２
０
１
８
年
調
査
の
10
・

９
％
か
ら
１
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

て
い
る
（
図
13
）。
現
在
副
業
し
て

い
な
い
人
の
副
業
意
向
は
、「
副
業

意
向
あ
り
」
40
・
２
％
（
２
０
１
８

年
調
査
41
・
０
％
）、「
副
業
意
向
な

し
」
33
・
６
％
（
同
33
・
１
％
）、「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
26
・
２
％
（
同

25
・
８
％
）
と
、
２
０
１
８
年
調
査

と
比
べ
て
い
ず
れ
も
横
ば
い
で
あ
っ

た
（
図
14
）。
結
果
を
業
種
別
に
見

て
み
る
と
、
特
に
飲
食
業
の
副
業
が

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
副
業
の
主
な

受
け
入
れ
先
で
あ
っ
た
飲
食
業
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
営
業
時
間
短
縮
な
ど
を

迫
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
業
務
量
や

必
要
な
人
材
が
大
幅
に
減
少
し
、
個

人
の
副
業
実
施
の
伸
び
悩
み
に
影
響

し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

図
示
は
し
て
い
な
い
が
、
副
業
し

て
い
る
人
の
属
性
に
つ
い
て
性
年
代

別
に
見
て
い
く
と
、
男
女
と
も
若
い

世
代
の
ほ
う
が
副
業
し
て
い
る
割
合

が
多
い
。
20
代
で
は
男
性
13
・
９
％
、

女
性
10
・
９
％
だ
が
、
30
代
、
40
代

と
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
副
業
し

て
い
る
割
合
は
少
な
く
な
り
、
50
代

で
は
男
性
５
・
８
％
、
女
性
６
・
９
％

で
あ
っ
た
。

　

本
業
の
年
収
と
副
業
実
施
の
関
係

を
見
る
と
、「
年
収
１
，５
０
０
万

円
未
満
」
ま
で
は
副
業
実
施
の
割
合

に
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
年

収
１
，５
０
０
万
円
以
上
」
の
高
所

得
者
層
に
な
る
と
副
業
し
て
い
る
割

合
が
特
に
高
く
な
っ
て
い
た
（
図

15
）。
高
所
得
者
層
に
も
副
業
者
に

も
共
通
し
て
、
本
業
が
役
職
者
で
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
経
営
・
経
営
企

画
と
い
っ
た
職
種
が
多
い
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
専
門
的
な
知
識
や
ス
キ

ル
を
持
つ
人
材
が
、
他
社
か
ら
「
頼

ま
れ
仕
事
」
を
副
業
と
し
て
請
け
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。

　

一
方
で
、
低
所
得
者
層
ほ
ど
副
業

意
向
が
高
い
も
の
の
、
副
業
の
実
施

率
は
低
い
と
い
う
傾
向
も
見
ら
れ

の
半
数
以
上
を
占
め
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
副
業
開
始
の
背

景
に
は
、
や
は
り
本
業
の
不
振
に

よ
っ
て
減
少
し
た
収
入
を
補
填
す
る

目
的
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
新
し
い

働
き
方
の
導
入
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

以
前
よ
り
も
時
間
を
融
通
し
や
す

く
、
副
業
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境

に
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ

ろ
う
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
副
業

に
つ
い
て
は
16
ペ
ー
ジ
で
詳
述
す

る
。

　

ど
の
よ
う
な
職
種
で
副
業
す
る
人

が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。
副
業
者
の
本

業
の
職
種
は
、
図
17
の
通
り
で
あ
っ

た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
Ｗ
ｅ
ｂ
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
経
営
・
経
営
企
画

と
い
っ
た
職
種
は
専
門
性
の
高
い
ス

キ
ル
が
副
業
に
生
か
さ
れ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
半
面
、
幼
稚
園
や

保
育
所
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態

宣
言
に
よ
っ
て
臨
時
休
園
、
あ
る
い

は
保
護
者
の
「
預
け
控
え
」
と
い
っ

た
動
き
を
踏
ま
え
る
と
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
に
従
事
す
る
人
の
中
に
は
収
入

補
填
の
目
的
か
ら
副
業
し
て
い
る

た
。「
年
収
２
，０
０
０
万
円
以
上
」

の
人
の
副
業
意
向
は
22
・
６
％
に
と

ど
ま
る
の
に
対
し
て
、「
年
収

２
０
０
〜
４
０
０
万
円
未
満
」
で
は

45
・
１
％
と
約
２
倍
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
に
注
目
す
る
と
、
現
状
、

企
業
が
副
業
受
け
入
れ
に
対
し
て
期

待
し
て
い
る
ス
キ
ル
や
貢
献
と
、
副

業
を
し
た
い
個
人
が
保
有
す
る
ス
キ

ル
や
副
業
目
的
に
少
し
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

現
在
副
業
し
て
い
る
人
が
初
め
て

副
業
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、

「
２
０
１
０
年
以
前
」
が
21
・
４
％
、

「
２
０
１
１
〜
２
０
１
５
年
頃
」
が

13
・
０
％
、「
２
０
１
６
〜
２
０
１
７

年
頃
」
が
13
・
２
％
で
あ
っ
た
（
図

16
）。
厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
就
業

規
則
が
改
定
さ
れ
た
「
２
０
１
８
年

頃
」
に
な
る
と
14
・
１
％
と
や
や
増

加
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
た
「
２
０
２
０
年
頃
」

と
答
え
た
人
は
18
・
２
％
と
、
こ
の

時
期
の
副
業
開
始
率
は
伸
び
て
い

る
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
以
降
に
初

め
て
副
業
を
始
め
た
人
の
割
合
は

52
・
３
％
で
、
現
在
の
副
業
者
全
体

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
。

　

副
業
で
ど
の
よ
う
な
職

種
を
選
ん
で
い
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
図
18
の
通
り
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の

副
業
は
場
所
や
時
間
に
捉

わ
れ
な
い
働
き
方
が
し
や

す
く
、
副
業
し
や
す
い
職

種
と
い
え
る
。
ま
た
、
配

送
や
物
流
に
つ
い
て
は
常

に
人
手
が
足
り
ず
、
コ
ロ

ナ
禍
で
ニ
ー
ズ
が
さ
ら
に

増
加
し
た
職
種
で
あ
る
。

労
働
力
の
確
保
と
い
う
企

業
側
の
ニ
ー
ズ
と
、
収
入

補
填
を
し
た
い
個
人
の

ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
し
、
副

業
者
が
多
く
な
っ
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。

　

副
業
先
を
ど
の
よ
う
に

見
つ
け
た
の
か
に
つ
い
て

は
図
示
は
し
て
い
な
い
が
、

企
業
の
採
用
経
路
と
同
様

に
「
知
人
・
友
人
か
ら
の

紹
介
」
が
最
も
多
く
27
・

３
％
。
次
い
で
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
」
が

26
・
５
％
で
あ
っ
た
。
た
だ

し
、
知
人
・
友
人
か
ら
の

図15   正社員の副業実施状況・副業意向（％）[収入別 ]

2010年以前 2011～
2015年頃

2016～
2017年頃

2018年頃 2019年頃 2020年頃 2021年以降

21.4 

13.0 13.2 14.1 13.2 

18.2 

6.8 

新型コロナウイルス
感染拡大以降、初めて副業実施者 25.0%

副業者 n=1,703

モデル就業規則改定以降、初めて副業実施者 52.3%
図16  初めて副業を実施した時期（％）

副
業
を
し
て
い
る
の
は

高
所
得
者
層
に
多
い

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に

副
業
を
す
る
人
が
増
え
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
は

副
業
し
や
す
い
職
種

どちらとも
いえない

どちらとも
いえない

25.8 26.2

副業意向
なし・計
33.1

副業意向
なし・計
33.6

2018年
（12,437）

2021年
（31,598）
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副業意向
あり・計
41.0

副業意向
あり・計
40.2

図17  本業の職種別に見た
        正社員の副業実施状況（％）
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紹
介
は
２
０
１
１
年
以
降
、
減
少
傾

向
に
あ
る
の
に
対
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
利
用
は
近
年
急
増

し
て
い
る
。
特
定
の
ス
キ
ル
を
持
っ

た
人
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ア
プ
リ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
が

普
及
し
て
き
た
こ
と
が
、
利
用
増
を

後
押
し
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

副
業
の
活
動
状
況
を
見
て
み
よ
う

（
図
19
）。「
１
カ
月
あ
た
り
の
平
均

労
働
日
数
」は
９
・
０
日
。内
訳
は「
１

〜
５
日
未
満
」
が
35
・
７
％
で
最
も

多
く
、
次
い
で
「
５
〜
10
日
未
満
」

（
27
・
３
％
）、「
10
〜
15
日
未
満
」

（
14
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
１
カ
月
あ
た
り
の
総
労
働
時
間
」

は
平
均
29
・
５
時
間
で
、「
40
時
間
以

上
」
と
す
る
回
答
が
22
・
２
％
で
最

も
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、「
本
業
の
勤
務
日
（
平
日
）」

の
副
業
活
動
は
平
均
２
・
56
時
間
、

「
休
日
の
副
業
活
動
」
は
平
均
４
・

48
時
間
で
あ
っ
た
。
ひ
と
月
の
３
分

の
１
程
度
の
日
数
で
副
業
し
て
お

り
、
か
つ
本
業
の
勤
務
が
あ
る
平
日

で
も
副
業
に
２
時
間
半
ほ
ど
を
充

て
、
休
日
に
な
る
と
労
働
時
間
は
さ

ら
に
２
時
間
程
度
増
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

平
均
労
働
時
間
で
見
る
限
り
は
特

段
、
働
き
す
ぎ
と
い
う
ほ
ど
で
は
な

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

副
業
の
総
労
働
時
間
が
「
月
40
時
間

以
上
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
も
、
本
業
の
労
働
時
間

と
合
わ
せ
る
と
過
重
労
働
リ
ス
ク
を

抱
え
て
い
る
人
が
少
な
か
ら
ず
い
る

可
能
性
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

　

副
業
に
よ
る
収
入
に
つ
い
て
は
、

最
も
多
い
月
収
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
層
は

「
５
〜
10
万
円
未
満
」
で
27
・
７
％
。

次
い
で
「
３
〜
５
万
円
未
満
」（
18
・

４
％
）、「
１
〜
２
万
円
未
満
」（
17
・

７
％
）
で
あ
っ
た
（
図
20
）。
月
収

の
中
央
値
（
代
表
的
な
額
）
は
４
・

１
万
円
だ
が
、
中
に
は
「
月
30
万
円

以
上
」
が
３
・
７
％
、「
20
〜
30
万
円

未
満
」
が
３
・
３
％
な
ど
、
結
構
な

高
収
入
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う

だ
。

　

な
お
、「
個
々
の
１
カ
月
あ
た
り

の
総
労
働
時
間
と
月
収
か
ら
算
出
し

た
時
給
（
中
央
値
）」
は
１
，８
８
３

円
と
な
っ
た
。
厚
生
労
働
省
が
ま
と

め
て
い
る
全
国
の
最
低
賃
金
（
令
和

３
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
改
定
状

況
）
は
全
国
平
均
９
３
０
円
と
な
っ

て
お
り
、
副
業
の
時
給
は
最
低
賃
金

（
全
国
平
均
）
の
約
２
倍
の
金
額
と

な
っ
て
い
る
。
副
業
し
て
い
る
人
の

中
に
は
、
本
業
の
収
入
を
労
働
時
間

で
時
給
換
算
し
た
場
合
と
比
較
し
て

も
、
副
業
に
よ
る
時
給
が
そ
れ
ほ
ど

見
劣
り
し
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

副
業
の
就
業
形
態
に
つ
い
て
、
図

示
は
し
て
い
な
い
が
、「
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
」
が
28
・
７
％
で
最
も

多
く
、
次
い
で
副
業
先
と
は
雇
用
関

係
に
な
い
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
個
人

事
業
主
」
が
27
・
０
％
と
多
か
っ
た
。

12.6

14.8

12.7

13.2

13.7

10.7

22.2

5～10時間未満

10～15時間未満

15～20時間未満

20～30時間未満

35.7

27.3

14.9

14.6

7.5

1カ月あたりの副業労働日数(％)

副業者 n=1,703

1カ月あたりの副業総労働時間(％) 平日・休日別の副業労働時間

副業者 n=1,703 平均29.5時間

［本業の休日］
の平均労働時間

1～5日未満 5時間未満

5～10日未満

10～15日未満

15～25日未満

20日以上

30～40時間未満

40時間以上

［本業の勤務日（平日）］
の平均労働時間

平均9.0日

2.56時間

4.48時間

平日に活動している副業者 n=1,044

休日に活動している副業者 n=1,627

1
万
円
未
満

1
〜
2
万
円
未
満

2
〜
3
万
円
未
満

4.1万円

1,883円
※個々の1カ月あたりの総労働時間と
　月収より個々の時給を算出

副業者 n=1,703副業者 n=1,703

2.2 

17.7 
13.1 

18.4 

27.7 

11.1 

2.8 3.3 3.7 

3
〜
5
万
円
未
満

5
〜
10
万
円
未
満

10
〜
15
万
円
未
満

15
〜
20
万
円
未
満

20
〜
30
万
円
未
満

30
万
円
以
上

副業の時給※［中央値］

副業の月収 ［中央値］

正社員の副業の月収分布（％） 正社員の副業の月収・時給[中央値]

順位 副業動機 あてはまる・
計

1位 副収入（趣味に充てる資金）を得たいから 70.4 → 1位

2位 現在の仕事での将来的な収入に不安があるから 61.2 → 2位

3位 生活するには本業の収入だけでは不十分だから 59.8 → 3位

4位 自分が活躍できる場を広げたいから 50.0 ↑ 5位

5位
本業では得ることができない新しい知見や
スキル、経験を得たいから 48.9 ↑ 6位

6位 副業で好きなことをやりたいから 48.2 ↓ 4位

7位
現在の職場で働き続けることができるか
不安があるから 46.7 ↑ 8位

8位 さまざまな分野の人とつながりができるから 45.4 ↑ 9位

9位 会社以外の場所でやりがいを見つけたいから 45.4 ↓ 7位

10位 時間のゆとりがあるから 45.1 ↑15位

副業者 n=1,703
※上位10項目抜粋（全27項目聴取） 
※聴取方法：あてはまる̶あてはまらない
5段階尺度

2018年
順位

図19  副業者の活動状況図21  副業の実施動機（％）

図20  副業の月収・時給

　

続
い
て
、
副
業
す
る
動
機
に
つ
い

て
見
て
い
き
た
い
。
副
業
の
実
施
動

機
の
１
位
は
「
副
収
入
（
趣
味
に
充

て
る
資
金
）
を
得
た
い
か
ら
」
で

70
・
４
％
、
２
位
は
「
現
在
の
仕
事

で
の
将
来
的
な
収
入
に
不
安
が
あ
る

か
ら
」
で
61
・
２
％
、
３
位
は
「
生

活
す
る
に
は
本
業
の
収
入
だ
け
で
は

不
十
分
だ
か
ら
」で
59
・
８
％
で
あ
っ

た
（
図
21
）。
い
ず
れ
も
収
入
補
填

が
動
機
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
１
８

年
の
調
査
で
も
同
じ
順
位
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
年
収
別
に
見
る
と
、
副

業
動
機
の
傾
向
は
少
し
異
な
っ
て
く

る
。
図
示
は
し
て
い
な
い
が
、
年
収

２
０
０
万
円
未
満
の
層
で
は
「
現
在

の
仕
事
で
の
将
来
的
な
収
入
に
不
安

が
あ
る
か
ら
」
が
72
・
４
％
で
１
位

で
あ
っ
た
。
年
収
２
０
０
〜
１
，

０
０
０
万
円
未
満
で
は「
副
収
入（
趣

味
に
充
て
る
資
金
）を
得
た
い
か
ら
」

が
１
位
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
年

収
１
，０
０
０
万
円
以
上
の
層
で
は
、

「
自
分
の
ス
キ
ル
を
会
社
以
外
の
場

所
で
も
役
立
て
た
い
か
ら
」
が
68
・

０
％
で
１
位
と
な
っ
た
。

副
業
を
始
め
た
理
由

副業動機と職種の関係

副
業
の
総
労
働
時
間
は

「
月
40
時
間
以
上
」
が
最
多

副
業
収
入
の
月
収
の
中
央
値
は

約
４
万
円

副
業
で
の
収
入
は

「
趣
味
に
使
い
た
い
」

継続就業不安」を挙げる人も多い。営業職
の場合は副業先では別の職種を選ぶ傾
向があり、継続就業不安といった背景も
抱えていることから、副業によって新たな
キャリアを模索している心理もうかがえる。
　一方、「商品開発」や「間接部門」「マー

　副業の動機について、本業の職種別に
見ていくと、興味深い特徴的傾向が見え
てきたため、ここではその結果をご紹介
する（図22）。ただし、同じ職種であっ
ても、企業によって働きやすさや条件が
異なるほか、個人の志向性や置かれた状
況も千差万別である。そのため、一概に
職種だけで分類して語ることは難しく、
ひとつの参考としてご覧いただきたい。
　ポジティブな動機により副業している
人が多い職種は「IT 系技術・Webクリ
エイティブ職」で、動機としては「自己
実現」「なりゆき・頼まれ副業」が多い。
IT・Web関連職は副業市場での需要も
高く、知人や取引先から仕事を頼まれた
り、あるいは自分のスキルを生かして本
当にやりたい内容の仕事を副業に求めて
いたりするケースが多いものと考えられる。
　「事務・サービス・サポート職」と「配
送・物流」は、「収入補填」が最も多い
副業動機となっている。IT・Web関連職
とこれらの職種に関しては、副業先の職
種も「本業と同一職種」のケースが多く、
自身のスキルや知識、実務経験を副業先
でも生かしているといえよう。
　「営業」も「収入補填」が副業動機と
して多くなっているが、同時に「現職の

ケティング・企画職」は、「スキルアップ」
といったポジティブな動機が多い半面、
「本業への不満」「現職の継続就業不安」
といったネガティブな動機を挙げる人も
多い。副業先に「本業と近い職種」を選
ぶ傾向もあるため、将来に向けた自身の
キャリアの広がりを視野に入れて、副業
を行っている可能性がありそうだ。

営業

副業動機

「収入補填」「継続就業不安」
が多い

副業職種本業職種

［さまざまな職種］
にばらける

商品開発

間接部門／
マーケティング・

企画職

IT系技術・
Webクリエイティブ

職

事務・サービス・
サポート職／
配送・物流

［本業と同一職種］
が多い

［本業と同一職種］
が多い

［本業と近い職種］
にばらける

［本業と近い職種］
にばらける

「自己実現」
「なりゆき・頼まれ副業」

が多い

「収入補填」
が多い

「スキルアップ」「本業への不満」
「継続就業不安」

が多い

「スキルアップ」「本業への不満」
「なりゆき・頼まれ副業」

が特に多い

図22  特徴的な傾向が見られた職種

IT・Web系は「自己実現」 
事務・サービス系は「収入補填」など
本業の職種によって異なる傾向も
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２
０
２
０
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、

収
入
や
仕
事
量
が
減
少
し
た
人
は
少

な
く
な
い
。
今
回
、
コ
ロ
ナ
感
染
が

拡
大
し
た
２
０
２
０
年
以
降
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
本
業
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

　

副
業
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア
意
識
が

ど
う
変
化
し
た
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
18
・
８
％
の
人
が
「
地
方
に
移

住
し
た
い
」
と
回
答
し
た
（
22
ペ
ー

ジ
・
図
27
）。
昨
今
の
テ
レ
ワ
ー
ク

の
広
が
り
も
あ
り
、
地
方
副
業
へ
の

な
影
響
（
収
入
や
仕
事
量
が
減
少
し

た
、
将
来
の
収
入
へ
の
不
安
を
感
じ

た
な
ど
）
を
き
っ
か
け
に
初
め
て

行
っ
た
と
い
う
副
業
を
「
コ
ロ
ナ
禍

副
業
」
と
定
義
し
、
分
析
し
た
。

　

副
業
者
全
体
の
う
ち
、
コ
ロ
ナ
禍

副
業
の
割
合
は
12
・
７
％
で
、
そ
れ

以
外
の
通
常
の
副
業
に
比
べ
、「
現

職
の
継
続
就
業
不
安
」
や
「
収
入
補

填
」
が
動
機
と
し
て
挙
が
る
傾
向
が

特
に
強
か
っ
た
（
図
23
）。 

　

な
お
図
示
は
し
て
い
な
い
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
本
業
の
収
入
が

減
っ
た
と
答
え
た
人
は
、
コ
ロ
ナ
禍

副
業
で
74
・
５
％
、
そ
れ
以
外
の
副

業
で
33
・
６
％
と
、
40
・
９
ポ
イ
ン
ト

の
開
き
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
都
市
圏
に
住
む

副
業
者
／
副
業
意
向
者
に
地
方
副
業

に
関
心
が
あ
る
か
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
関
心
が
あ
る
」
と
す
る
人
は

全
体
の
55
・
８
％
に
上
る
結
果
と

な
っ
た
（
図
25
）。

　

地
方
副
業
へ
の
関
心
が
高
い
人
の

特
徴
を
分
析
す
る
と
、
若
年
男
性
／

す
で
に
副
業
を
し
て
い
る
／
低
収
入

層
な
ど
で
あ
っ
た
（
図
26
）。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
減
収
し
た
層
で

も
関
心
が
高
い
。
自
身
の
活
躍
の
場

を
広
げ
る
た
め
、
も
し
く
は
コ
ロ
ナ

禍
で
の
苦
し
い
現
状
を
打
破
す
る
た

め
に
、
地
方
へ
目
を
向
け
て
い
る
背

景
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

禍
以
降
の
１
カ
月
あ
た
り
の
残
業
時

間
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
副

業
で
は
６・
９
時
間
減
、
そ
れ
以
外

の
副
業
で
は
１・
５
時
間
減
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
強
く

受
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
結
果
と
い

え
よ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
副
業
を
し
て
い

る
人
の
本
業
の
職
種
と
し
て
は
「
事

務
・
サ
ー
ビ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
業
」「
営

業
」「
配
送
・
物
流
」
な
ど
が
多
か
っ

た
。
ま
た
、
副
業
先
と
し
て
選
ん
だ

職
種
は
、「
配
送
・
倉
庫
管
理
・
物
流
」

（
13
・
０
％
）、「
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
・

配
達
」（
７
・
９
％
）、「
顧
客
サ
ー
ビ

ス
・
サ
ポ
ー
ト
」（
４
・
６
％
）
で
、

そ
れ
以
外
の
副
業
と
比
べ
て
相
対
的

に
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
副
業
を
始
め
た
こ
と
に

よ
り
発
生
し
た
問
題
・
課
題
に
つ
い

て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
本
業
を
お

ろ
そ
か
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
過

重
労
働
と
な
り
、
体
調
を
崩
し
た
」

な
ど
、
そ
れ
以
外
の
副
業
と
比
べ
て

い
ず
れ
も
高
い
割
合
で
あ
っ
た
（
図

24
・
上
）。
コ
ロ
ナ
禍
副
業
で
は
本

業
の
収
入
減
少
と
い
っ
た
や
む
を
得

な
い
事
情
か
ら
、
無
理
を
重
ね
て
働

い
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
関
し
て

は
「
機
会
が
あ
れ
ば
ほ
か
の
会
社
に

転
職
し
て
み
た
い
と
思
う
」
と
す
る

転
職
意
向
の
ほ
か
、「
ほ
か
の
会
社

に
転
職
し
た
ら
、
給
与
・
報
酬
が
下

副業者
全体平均

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・

活
躍
の
場
の
拡
大

自
己
実
現

本
業
へ
の
不
満

現
職
の

継
続
就
業
不
安

な
り
ゆ
き
・

頼
ま
れ
副
業

収
入
補
填

90

95

100

105

110

115

コロナ禍副業（216） それ以外の副業（1,487）

19.9 19.0 
15.3 14.3 15.7 13.9 

60.6 

46.3 49.5 52.5 

38.9 
44.3 

副業で発生した問題・課題

42.6 
46.3 

39.8 
32.7 33.7 30.4 

キャリア意識

ストレス状況

**

**

*** ***
***

本
業
を
お
ろ
そ
か
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た

過
重
労
働
と
な
り
、

体
調
を
崩
し
た

過
重
労
働
と
な
り
、

本
業
に
支
障
を
き
た
し
た

機
会
が
あ
れ
ば

ほ
か
の
会
社
に

転
職
し
て
み
た
い
と
思
う

今
の
会
社
を
辞
め
た

と
し
た
ら
、
ほ
か
に

行
き
場
が
な
い
と
感
じ
る

ほ
か
の
会
社
に
転
職
し
た
ら
、

給
与
・
報
酬
が

下
が
る
と
思
う

気
持
ち
が
沈
ん
で
い
る

希
望
が
持
て
な
い

作
業
を
少
し
し
た
だ
け
で

疲
れ
る

1.3倍 1.3倍1.4倍

コロナ禍副業（216） それ以外の副業（1,487）

**

図 23  コロナ禍副業の実施動機（pt）

図26  地方副業への関心が【高い】層の特徴

図24  コロナ禍副業の実態（％）

地
方
副
業

コ
ロ
ナ
禍
副
業

TOPICS

※全体平均を100として指数化

※あてはまる・計　***：1％水準、**：5%水準で有意差あり　

が
る
と
思
う
」「
今
の
会
社
を
辞
め

た
と
し
た
ら
、
ほ
か
に
行
き
場
が
な

い
と
感
じ
る
」
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
回
答
が
、
そ
れ
以
外
の
副
業
と

比
べ
て
総
じ
て
高
い
傾
向
に
あ
っ
た

（
図
24
・
中
）。
コ
ロ
ナ
禍
副
業
の
不

安
感
・
悲
壮
感
が
顕
著
に
表
れ
て
い

る
。
加
え
て
ス
ト
レ
ス
状
況
に
つ
い

て
の
質
問
に
対
し
て
は
「
希
望
が
持

て
な
い
」「
気
持
ち
が
沈
ん
で
い
る
」

な
ど
、
心
理
面
で
の
活
力
の
低
下
も

強
く
出
て
い
る
（
図
24
・
下
）。

　

こ
う
し
た
副
業
者
に
対
し
て
は
、

労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
も
、
過
重

労
働
や
低
賃
金
労
働
、
ス
ト
レ
ス
へ

の
ケ
ア
、
ま
た
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア

育
成
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
へ
の
ケ

ア
お
よ
び
注
視
が
今
後
よ
り
一
層
求

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
副
業
者
の
動
機
は

「
継
続
就
業
不
安
」
が
最
多

副
業
者
の
５
割
強
が

地
方
副
業
に
関
心
あ
り

「
希
望
が
持
て
な
い
…
…
」

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
副
業
者
も

コロナ禍の
収入変動

減収層

個人年収

現在副業あり
低収入層（200万円未満）

副業有無

間接部門、営業、IT系技術・
Webクリエイティブ職、
生産・管理・製造など

／管理職層
職種／職位

職業

収入

性別／年齢 男性／若年層
個人属性

■地方副業への関心を結果変数にした重回帰分析の結果  抜粋
標準化偏回帰係数、***１％水準で有意項目のみ抜粋
副業者、副業意向者かつ都市部居住者 n=8,810　※個人年収未回答者除外

有意な影響要因なし未既婚／子供

図25  地方副業への関心度（％）
Q．あなたは地方での副業に関心がありますか。

関心がある
16.0

とても
関心がある
16.0

やや
関心がある
23.9

どちらとも
いえない
19.0

あまり
関心がない
11.3

関心がない
4.6

まったく
関心がない 9.2 関心がある・計

55.8%

副業者、副業意向者かつ都市部居住者 n=10,277

※平成27年国勢調査のデ
ータより正規の職員・従
業員性年代（5歳刻み）
の構成比に合わせたウェ
イトバック処理後の数値

INTERVIEW

ローカルビジネスならではの手ごたえ
50代以降のキャリアの選択肢にも

椹木 洋さん
（東京在住・大手電気
機器メーカー勤務）東京 長野・塩尻市⇔

本業 副業

が副業先です。職人の自発性やモチベー
ションを引き上げるためのマインドセッ
ト、一般消費者向けの新規事業に関わる
事業計画書の作成などを行っています。
　雇用形態は期限を設けた業務委託契
約で、実際に塩尻に出向くことはほとん
どありません。自宅で本業の勤務がない
日曜日の朝、経営者やスタッフを交えて
90分程度のオンラインミーティングが
ルーティンとなっています。また、本業
の会社を退社した後や休日に、副業先の
書類作成などを進めています。

――   地方副業をして良かったことは？
　地方創生に関心を持っており、自分も
地方のために何か役に立ちたいという思
いはありました。本業でも新規事業の立
ち上げに向けて、採算性の分析や財務的
なサポートを行っていますが、本業の会
社は大企業なのですべてがグローバル規
模で利益を追求していきます。半面、地
方副業での仕事は人々の暮らしに直に触
れるような規模感です。ローカルビジネ
スならではの手ごたえが感じられました。
　また、経営者の事業への熱意や思いを

――   地方副業を始めたきっかけは？
　組織の経営戦略に関するより専門性の
高い理論や知識を体系的に学びたいとい
う思いがあり、本業の仕事をしながら都
内の経営大学院に通っていました。そこ
で「地方創生」をテーマとするイベント
があり、長野県塩尻市の担当者と接点が
できました。同市では当時、地方副業を
サポートするための官民協働のオンライ
ンコミュニティを立ち上げる準備を進め
ており、私もメンバーとして参加するこ
とになりました。
　当初は、地元企業の経営をサポートし
てくれる副業者の選定における条件など
を定めた仕様書の作成に携わっていまし
た。その過程で地元企業と意見を取り交
わすうちに信頼関係が構築されて、「選
定だけではなく、サポートする側でも参
画したい」という思いが芽生え、その旨
を経営者に伝えたところ、快諾いただき、
私自身で引き受けることにしました。

――   副業の仕事内容や働き方は？
　塩尻は林業が盛んで、特産の木曽ヒノ
キを取り扱う木工会社「大河内家具工房」

くみ取りながら、職人の創造性などを伸
ばすといったサポートにも取り組みまし
た。本業では経験できない新たな挑戦の
連続で、塩尻で副業して良かったと思っ
ています。
　地方副業の経験は、50代以降のキャ
リア構築を考える上で選択肢が広がると
いう意味で、報酬に代えがたいインセン
ティブがあったのではと感じています。

――   地方副業は今後、広がるか？
　私が塩尻市の副業施策に賛同できたの
は、現地でのフィールドワークを通じて
「都市部の人材を地方で生かしたい」と
いう同市関係者の熱意が伝わってきたこ
とがあります。現在、地方では専門スキ
ルを持つ人材が足りなかったり、地元の
生活を支える仕事の担い手が流出してし
まったり、さまざまな課題を抱えていま
す。都市部の働き手が、副業というかた
ちで地域課題の解決に寄与する地方副
業は、多くの可能性を秘めていると思っ
ています。テレワークの普及によって、
今後はさらに広がりを見せるのではない
でしょうか。

※
都
市
部
居
住
者
：
東
京
圏
（
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
）、

名
古
屋
圏
（
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
）、
大
阪
圏
（
大
阪
、
兵
庫
、
京
都
、
奈
良
）
居
住
者
（
図
25
・
図
26
と
も
に
）
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ここまで、企業と個人における副業の実態を紹介してきた。企業での
副業容認はやや増えていたが、実際のところ人事担当者は副業の容認
や受け入れをどのように捉えているのだろうか。そこで、自社の人事
施策に携わっている300名に副業に対する〈本音〉をフリーコメン
トで聴取。一部の担当者には覆面インタビューも試みた。これらの結
果から、人事の率直な考えや今後の展望を見ていきたい。

人事の本音
「副業」の気になるアレコレ

聞いてみました

23.7%

45.7%

23.0%

7.7%
賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

Q1. 自社の従業員が副業をすることには賛成？ 反対？

Q2. 副業に対する社内の反響は？

Q3. 実際に生じた副業による効果や問題は？

　

人
事
担
当
者
に
自
社
で
の
副
業
容

認
に
対
す
る
賛
否
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
賛
成
が
７
割
、
反
対
が
３
割
と

い
う
結
果
と
な
っ
た
。
賛
成
の
理
由

と
し
て
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
本
業

へ
の
良
い
影
響
、
収
入
補
填
な
ど
が

挙
が
る
が
、「
本
業
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
範
囲
な
ら
ば
」
と
い
う
前
提

を
置
く
コ
メ
ン
ト
が
目
立
つ
。
一
方

で
、「
本
業
を
離
れ
た
時
間
は
自
由
」

と
す
る
声
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

反
対
意
見
と
し
て
は
、
本
業
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
多

い
。
労
務
管
理
や
情
報
漏
洩
防
止
の

難
し
さ
を
訴
え
る
コ
メ
ン
ト
の
ほ

か
、「
業
態
や
就
業
時
間
の
面
で
現

実
的
に
無
理
」
と
す
る
も
の
も
あ
っ

た
。
な
お
、
賛
否
の
結
果
を
属
性
別

で
見
た
と
こ
ろ
、
賛
成
者
は
副
業
容

認
企
業
に
多
か
っ
た
。

　

副
業
に
対
す
る
社
内
の
反
響
は
、

「
ま
だ
副
業
者
が
少
数
な
た
め
問
題

は
出
て
い
な
い
」「
反
響
は
把
握
し

て
い
な
い
」
と
す
る
企
業
が
多
い
。

　

ま
た
、
副
業
を
容
認
し
て
い
る
企

業
で
ど
の
よ
う
な
副
業
が
あ
っ
た
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

や
本
業
へ
の
技
術
還
元
と
い
っ
た
好

影
響
を
挙
げ
る
回
答
が
多
く
見
受
け

ら
れ
た
。
副
業
反
対
を
表
明
し
て
い

る
人
も
、
実
例
と
し
て
は
「
特
に
問

題
は
出
て
い
な
い
」
と
答
え
て
い
る

場
合
が
多
い
。

　

一
方
で
、ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
、

勤
怠
の
乱
れ
や
ミ
ス
な
ど
の
問
題
点

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
Ｉ
Ｔ

企
業
や
新
興
企
業
な
ど
、
そ
も
そ
も

副
業
が
フ
ィ
ッ
ト
し
や
す
い
業
種
・

社
風
で
あ
る
企
業
に
お
い
て
副
業
容

認
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
鑑
み
る

と
、
今
後
、
社
会
的
に
副
業
が
進
ん

だ
と
き
に
、
改
め
て
問
題
が
多
く
顕
在

化
し
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

今
後
、
副
業
容
認
が
広
が
っ
た
場

合
、
企
業
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
（
問
題
）
ど
ち
ら
が
大
き

く
な
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
意

見
が
拮
抗
し
た
。

　

他
社
か
ら
の
副
業
者
受
け
入
れ
に

つ
い
て
も
賛
否
は
半
々
だ
。
賛
成
意

見
と
し
て
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
や

高
ス
キ
ル
人
材
の
採
用
な
ど
が
挙
が

る
。
介
護
や
Ｉ
Ｔ
業
界
の
回
答
者
か

ら
は
人
材
不
足
の
補
填
を
期
待
す
る

副
業
容
認
に
つ
い
て
は

賛
否
両
論

賛成

反対

副業に力を入れ過ぎて、労働意欲が低下し、本業
が副業になっては困る。               （運輸業、郵便業 / 男性 50 代）

本業に影響のない範囲での
副業は、幅広い知見と人脈
を得ることにつながる。
                  （製造業 / 男性 50 代）

本業から離れたら、どう
過ごそうと個人の自由。

（卸売業、小売業 / 男性 50 代）

副業できるほど (本業が）甘い仕事ではない。
（運輸業、郵便業 / 男性 50 代）

時間管理が実質的にできない。忙しいと
きにどちらを優先するのか、判断が難し
い。                      （製造業 / 男性 50 代）

結局は生活のための副業になり、自己成長
につながるような効果は得られないのが現
実では。               （情報通信業/男性40代）

世の中の流れとして許容する方向なので、本
業との利益相反がなければよいと思う。

（その他のサービス業 / 男性 60 代）

繁忙期と閑散期がはっきりしているので、暇な
時期は有効に使ったほうがよい。

（宿泊業、飲食サービス業 / 男性 50 代）

給与を削減しているし、現代の働き方を考え
るとダブルワークは当然と受け止めている。

          （情報通信業 / 男性 50 代）

ほかの仕事により本業のモチベーションもアッ
プするのでは。本業と同等の「複業」と捉え
ている。          （運輸業、郵便業 / 男性 50 代）

副業ができる部署とできない部署で不公平が生じる。 （宿泊業、飲食サービス業/男性50代）

オーバーワークによる健康面の不安がある。
（不動産業、物品賃貸業 / 女性 40 代）

会社に対する帰属意識が薄れる。
（運輸業、郵便業 / 男性 50 代）

INTERVIEW ❷

　個人的には副業に賛成ですが、製造業と
いう業種特性を考えると手放しで賛成とは
いきません。仮に今、副業制度を設けたと
しても、他社での経験が社内の業務に生か
されるのはバックオフィス領域に限られま
す。製造業は門外不出の技術が命。会社の
中での技術力を上げていくことが最優先で
す。技術はパテント（特許）で保護してい
るものの、多くの情報はエンジニアの頭の
中にあります。モノづくり領域は機密保持
が難しく、副業を容認するとなると機密漏
洩の《たが》をきつく締めなければなりま
せん。またバックオフィス部門は東京が拠
点ですが、工場や全国各地の営業所は地方
にあるため、副業案件自体も少ないと思わ
れます。
　転職希望者の引き留めや、採用力向上と
いう点でのメリットはあるかもしれません
が、製造業全体で副業が一般化していない
うちは、当社でもプライオリティは低いと
思います。労働組合や社員からも副業ニー
ズが特に上がっていないのが実情です。副
業という手段を取らなくても、新しい学び
やスキル向上の方法はたくさんあります。
副業による企業間の人材流動化は少し期待
していますが、製造業内で人材を流動化す
る場合、まずは一人ひとりの仕事の守備範
囲をもっと明確にすることが先決でしょう。

門外不出の技術
情報漏洩リスクがネック

セミナー講師をしている人は、社外で自身のス
キルを試したり磨いたりしている。

 （その他のサービス業 / 男性 60 代）

副業で覚えたプログラミング言語を自社で
も生かすようになった。

（卸売業、小売業 / 女性 20 代）

副業者が少ないので、良くも悪くも反響はないに等しい。
（卸売業、小売業 / 女性 50 代）

視野が広がり、本業に良い影響が出ている。
（医療、介護、福祉 / 男性 40 代）

遅刻・早退やミス、居眠
りが多くなった。

　　　（卸売業、小売業 / 男性 60 代）

従業員からは歓迎されているが、上層部は
あまり良い顔をしていない。

（製造業 / 男性 50 代）

勤務中に副業の対応をする人がいて、周り
から不満が出ている。

（情報通信業 / 女性 50 代）

副
業
の
メ
リ
ッ
ト
／
デ
メ
リ
ッ
ト

受
け
入
れ
賛
否
の
意
見
は
半
々

INTERVIEW ❶

　企業の機会提供には限界があるため、専門性を生かして世の中にその価値を提供でき、
報酬がもらえる副業はよいのではないでしょうか。生活をより豊かにするために副業で稼
ぐのもアリだと思います。ただし、副業容認は社員の自律性が前提です。副業ブームに乗っ
ているだけの人や、本業で成果が出せていないのに副業によってさらに本業に支障をきた
す人もおり、場合によっては副業を停止してもらわざるを得ません。
　また、労働契約の制限が撤廃されて、雇用契約を結んだ副業が可能になれば、年金問
題や収入アップのために働く人が一定数増えると思います。たとえスキルアップのためで
なくても、当社としては基本的に個人の働く選択の自由を提供したいと考えています。

ブームに乗じている人もいるが
容認には社員の自律性が前提

サービス業

製造業

副業も本業も身が入らず、
体を壊してしまった。

（卸売業、小売業 / 女性 20 代）

会社の宣伝効果にもなると、おおむね好評。
                                     （製造業 / 男性 50 代）

ダブルワークは珍しくないので、特に問題にはなっていない。　（運輸業、郵便業 / 男性 50 代）

副業をするために就業時間内で成果を出し、定時退社するように努めている。
（その他のサービス業 / 女性 50 代）

採用活動において、副業制度のある企業のほ
うが人材を確保しやすい傾向にある。

 （その他のサービス業 / 女性 50 代）
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声
が
聞
か
れ
た
。
反
対
意
見
と
し
て

は
、
機
密
情
報
漏
洩
、
受
け
入
れ
態

勢
の
未
整
備
、
文
化
の
違
い
な
ど
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
副
業
が
広
が
っ
て
ほ
し
い

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
広
が
っ

て
ほ
し
い
」
と
す
る
意
見
が
若
干
多

め
で
あ
っ
た
。
社
会
的
に
広
が
る
か

ど
う
か
で
は
、「
加
速
す
る
」「
現
状

の
ま
ま
」
が
多
く
、「
減
速
す
る
」

は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
テ
レ
ワ
ー

ク
が
契
機
と
な
り
加
速
す
る
と
考
え

て
い
る
担
当
者
が
多
い
よ
う
だ
。

　

一
方
で
、
現
在
、
副
業
を
禁
止
し

て
い
る
企
業
の
人
事
に
「
今
後
、
副

業
容
認
の
検
討
は
進
ん
で
い
く
か
」

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
当
分
は
進
ま

な
い
」
と
の
予
測
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
。
業
種
的
に
副
業
が
困
難
で

あ
る
こ
と
や
自
社
の
社
風
や
経
営
層

の
考
え
に
合
わ
な
い
こ
と
を
理
由
に

検
討
し
て
い
な
い
企
業
が
多
く
、
検

討
自
体
が
議
題
に
上
が
っ
て
い
な
い

と
す
る
声
も
あ
っ
た
。

　

副
業
に
関
し
て
、
人
事
の
意
見
と

し
て
は
全
面
的
に
肯
定
に
寄
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
賛
否
両
論
の
状

態
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
コ
ロ

ナ
に
よ
る
経
済
の
低
迷
、人
口
減
少
、

国
に
よ
る
副
業
推
進
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
拡
大
な
ど
、
日
本
の
現
状
や
社
会

的
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
副
業
が
後

退
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、〈
当

た
り
前
〉
に
な
る
の
は
、
当
分
先
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
人
事
が
多
い
よ

う
だ
。
た
だ
し
、
企
業
成
長
に
向
け

て
、
採
用
や
発
想
の
柔
軟
性
を
高
め

る
観
点
か
ら
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
選
択
肢
と
し
て
副
業
を
促
進
す

べ
き
と
い
う
考
え
も
多
い
。

　

一
方
、
業
績
悪
化
に
よ
り
や
む
な

く
副
業
容
認
し
て
い
る
企
業
も
あ

る
。
ま
た
、
成
長
機
会
の
社
内
提
供

に
限
界
を
感
じ
て
社
外
副
業
を
推
進

す
る
例
も
多
い
。
だ
が
、
本
当
に
こ

れ
以
上
、
自
社
で
で
き
る
こ
と
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
単
純
に
副
業
と
い

う
手
段
だ
け
に
走
ら
ず
、
現
状
を
見

直
し
て
み
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

企
業
で
の
導
入
に
お
い
て
は
、
ま

ず
は
自
社
の
業
種
／
職
種
、
風
土
に

副
業
が
フ
ィ
ッ
ト
し
そ
う
か
、
ど
の

よ
う
な
理
由
で
副
業
容
認
す
る
の
か

を
慎
重
に
検
討
し
つ
つ
、
従
業
員
が

働
き
や
す
く
存
分
に
力
を
発
揮
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
自
社
は
ど
う
す
べ
き

か
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
そ
う
だ
。

自
社
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
か

慎
重
に
検
討
す
べ
き

Q4．今後、副業が広がった場合、
      メリットとデメリット（問題）
      どちらが大きくなっていくと思いますか？

Q7．今後、副業は社会的に
      広がると思いますか？

Q8．今後、自社で副業
       容認の検討は進んで
       いくと思いますか？

Q5. 副業者の受け入れには賛成？ 反対？

メリット

デメリット（問題）
49.3%50.7%

反対

賛成
社内の人事システムやカルチャーと合
わない部分があり、熟慮が必要。

（その他のサービス業 / 男性 60 代）

他社のノウハウを自社に生かしてくれる。
（電気 ･ガス ･熱供給 ･水道業 / 女性 30 代）

専門スキルの高い人を短期的に採用できる。
（教育、学習支援業 / 男性 50 代）

人材が枯渇しているので、隙間時間でも人手があるとありがたい。
（医療、介護、福祉 / 女性 40 代）

ITスキルのある人が圧倒的に足りないので、ぜひ手伝ってほしい。
（その他のサービス業 / 男性 40 代）

新しい風が吹き、化学変化が生まれ
そう。　      　（製造業 / 男性 50 代）

メリット
一人の人が複数の会社で能力を生かせ
れば、雇用の流動化につながる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（製造業 /男性 40代）

収入が安定し、生活が豊かになる。
 　　　　　　　　　　　　（生活関連サービス業、娯楽業 / 男性 40 代）

働き方の幅が広がることは、ダ
イバーシティの面でも歓迎。
 （その他のサービス業/男性50代）

さまざまな職種・業種の経験に
よって、個々のスキルが伸ばせる。
（運輸業、郵便業 / 男性 40 代）

デメリット（問題）
本業と副業のバランスを取れず、体調や
パフォーマンスに弊害が出る。

（宿泊業、飲食サービス業 / 女性 30 代）

正社員雇用が減り、企業が人材を外注的に扱うようになるのでは。　
（製造業 / 男性 50 代）

社会保険など人事実務の複雑
化を招く。
（卸売業、小売業 /女性 20代）

離職率が上がり、人材育成に時間と費
用をかける意味がなくなってしまう。

（製造業 / 男性 50 代）

硬直化した組織・仕組みの変革につ
ながる。        （製造業 / 女性 30 代）

14.0%

38.7%31.0%

16.3%
賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

優秀な人材だとしても、十分な活用が
できる環境がない。        （情報通信業 / 男性 40 代）

機密情報が他社に流れる。
（生活関連サービス業、娯楽業 / 男性 40 代）

健康管理や労働時間管理の責任問題に対応できない。
（製造業 / 男性 40 代）

副業者の給与体系がまだ整備できていない。
（生活関連サービス業、娯楽業 / 男性 30 代）

INTERVIEW ❸

　人事制度は親会社に準じてお
り、まだ副業は容認していません。
最近まで研修等の人材育成の仕組
みが整っておらず、人事の仕事は
主に労務・給与でした。働き方改
革を進めるために、慢性的に人手
不足だった製品サポート部門を中
心に、急遽中途採用を強化しまし
た。
　中途入社者の中には、多様な考
え方をなかなか受け入れない風土
に疑問を感じている人もおり、こ
うした状況の中で副業の容認・受
け入れをしてもうまくいかないで
しょう。
　数年経ったときに、大企業各社
の副業導入の結果次第では、中小・
中堅企業でも副業導入が一気に進
む可能性はあります。そのタイミ
ングで当社も改めて考えるかもし
れません。

多様性のある働き方
まだまだ浸透せず

Q6. 今後、副業が広がってほしいと
      思いますか？ 55.0%45.0% 広がってほしい

広がってほしくない

47.3%46.7%

6.0% 加速する

現状のまま

減速する

4.9%
31.3%

63.9%

近々進むと思う

先々は進むと思うが、
しばらくは進まないと思う

当分の間、進まないと思う

現状のまま
日本の企業風土には根付かな
いと思う。

（製造業 / 男性 50 代）

広がってほしくない

一過性のブームによって、本質的な働き方を
見失うことに不安を感じる。

（不動産業、物品賃貸業 / 女性 40 代）

労務管理・責任所在の曖昧さによって、事故や長時間労働が発生した際に
問題になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設業 /男性 50代）

良し悪しがあるので、最初は進
むかもしれないが、足踏みす
ると思う。（建設業/女性40代）

減速する
今後、問題が顕在化してくる。

（生活関連サービス業、
娯楽業 / 男性 50 代）

会社として個々の労働時間管
理が困難。

（製造業 / 男性 50 代）

先々には
以前から話には上がっている
が、社則の制定など現実的に
は何も進んでいないため。

（製造業 / 男性 30 代）

課題をクリアするまで時間がか
かる。　（製造業 / 男性 50 代）

当分の間、進まない
事業形態が副業容認に向いて
いない。
（医療、介護、福祉/男性50代）

副業について、議題に上がっ
ていない。
（その他のサービス業/男性50代）

加速する
テレワークや IT 化によって副
業しやすくなるだろう。
（その他のサービス業/男性60代）

人生 100 年時代を迎え、年金
や社会保障では支えられない。
（情報通信業 / 女性 50 代）

近々進む
人材確保が課題になっている
から。
（その他のサービス業/男性50代）

同業他社が容認したら進むと
思う。
（運輸業、郵便業 / 男性 30 代）

人事の本音「副業」の気になるアレコレ聞いてみました

製造業

広がってほしい

収入が増え、モチベーションが上がる。
（その他のサービス業 / 男性 50 代）

労働時間管理や社会保険の課題が
あるが、法整備を行えばよいと思う。

（情報通信業 / 男性 50 代）

人材の流出が防げて、新たな雇
用も生まれる可能性がある。
（医療、介護、福祉 / 男性 40 代）
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24.2
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62.4

64.6

67.6

60.7

58.4

69.8

9.3

11.2

8.6

7.7

7.5

11.5

高まった・計 変わらない 低まった・計

キャリア
意識

学習意欲

地方移住

副業者 n=1,703
※聴取方法：高まった̶低まった　5段階尺度

転職したい

独立・起業したい

職種を変えたい

学び直しをしたい

専門性の高いスキルを
身につけたい

地方に移住したい

30.9 28.6 29.7 29.4 29.0 

44.6 

35.1 34.6 33.9 
37.8 37.1 36.1 

スキル・知識向上 成果意識・自律性向上創意工夫 変化受容意識の向上

スキル・知識の変化 マインドセットの変化

副業者 n=1,703
※あてはまる・計

※聴取方法：あてはまる̶あてはまらない　5段階尺度

経
験
が
な
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲
が

高
ま
っ
た

変
化
を
前
向
き
に

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

新
し
い
こ
と
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に

抵
抗
が
な
く
な
っ
た

成
果
意
識
が
高
ま
っ
た

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
た

自
律
性
・
主
体
性
が
高
ま
っ
た

視
野
が
拡
大
し
た

業
務
を
改
善
す
る
よ
う
な
、

新
し
い
ア
イ
デ
ア
を

思
い
つ
く
よ
う
に
な
っ
た

問
題
に
対
し
て
、

創
造
的
な
解
決
方
法
を

思
い
つ
く
よ
う
に
な
っ
た

本
業
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な

社
外
の
人
脈
が
広
が
っ
た

業
務
の
効
率
性
・

生
産
性
が
向
上
し
た

本
業
に
役
立
つ
ス
キ
ル
・

知
識
が
身
に
つ
い
た

副業による
本業へのプラスの影響

α係数：0.958

0.394
***

0.364
***

副業者 n=1,703　***： 1％水準で有意
※表中のピンク色の数値：相関係数

「やりがいや働きがいをもって仕事に
　取り組んでいる」など3項目

｢副業による本業へのプラスの影響」が高まると「本業におけるパフォーマンス」が高まるといったように、
⇔のそれぞれ二者間はどちらか片方が変化すれば、もう片方も変化する関係にある

「本業に役立つスキル・知識が身についた」
「業務の効率性・生産性が向上した」
「視野が拡大した」など12項目

本業における
ワーク・エンゲイジメント

α係数：0.849

本業における
パフォーマンス
α係数：0.838

「私は、職場で任されたレベル以上の
　役割を果たしている」など3項目

性別・年齢

要因変数統制変数

本業の業種

本業の職種

従属変数

副業による
本業への
プラスの影響

①副業動機

②副業の仕事特性

③副業における意識（成長実感、達成感など）

④副業者への職場の支援体制

⑤上司のマネジメント行動
α係数：0.958

※副業による本業へのプラスの影響とは、「本業に役立つスキル・知識が身についた」
｢業務の効率性・生産性が向上した」「視野が拡大した」など12項目の平均値

従属変数

過重労働
リスクも
高める

※重回帰分析より

副業者 n=1,703
■本業へのプラスの影響を従属変数にした重回帰分析の結果
統制変数：性別、年齢、業種、職種
独立変数：副業動機６因子　
表中の数値：標準化偏回帰係数、***：１％水準で有意  **：5%水準で有意

調整済R²：0.363

副
業
に
よ
る
本
業
へ
の
プ
ラ
ス
の
影
響

スキルアップ・活躍の場の拡大

自己実現

本業への不満

現職の継続就業不安

収入補填

なりゆき・頼まれ副業

独立変数：副業動機６因子

0.495***

0.076**

0.152***

影響なし

影響なし

＋

－
-0.103***

＋

＋

副
業
が
本
業
に
与
え
る
影
響

人
事
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
、
副
業
が
も
た
ら
す

本
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の

両
面
か
ら
検
証
す
る
。

第3章

―
副
業
と
本
業
の
良
い
関
係
―

本
業
に
役
立
つ

ス
キ
ル
習
得
な
ど

図28   副業による本業へのプラスの影響（％）

図31  本業へのプラスの影響を促す副業動機

　

現
在
の
副
業
・
兼
業
促
進
の
動
き

の
き
っ
か
け
と
も
い
え
る
、
２
０
１
７

年
に
政
府
が
策
定
し
た
「
働
き
方
改

革
実
行
計
画
」
で
は
、「
副
業
・
兼

業
は
新
た
な
技
術
の
開
発
、
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
起
業
の
手

段
、
第
２
の
人
生
の
準
備
と
し
て
有

効
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
副
業
を
容

認
す
る
企
業
で
も
、
容
認
の
目
的
を

従
業
員
の
視
野
拡
大
・
自
主
性
向
上

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
に
置
く
例

は
少
な
く
な
い
。

　

一
方
、
働
く
個
人
に
と
っ
て
も
、

副
業
は
収
入
補
填
だ
け
で
な
く
、
活

躍
の
場
を
広
げ
た
い
、
本
業
で
得
ら

れ
な
い
新
し
い
知
見
や
ス
キ
ル
・
経

験
を
得
た
い
と
い
っ
た
こ
と
が
動
機

の
上
位
に
挙
が
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、本
当
に
副
業
に
よ
っ
て
、

従
業
員
の
視
野
の
拡
大
や
ス
キ
ル
向

上
な
ど
と
い
っ
た
企
業
や
個
人
が
期

待
す
る
変
化
は
生
じ
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
は
今
回
の

調
査
に
基
づ
い
て
、
副
業
に
よ
っ
て

従
業
員
の
意
識
や
ス
キ
ル
・
知
識
、

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
ど
の
よ
う
に
変

化
が
生
じ
る
の
か
、
ま
た
副
業
で
の

経
験
を
本
業
へ
プ
ラ
ス
に
作
用
さ
せ

る
た
め
に
企
業
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
副
業
に
よ
っ
て
、
働
く
個

人
に
ど
の
よ
う
な
意
識
の
変
化
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
こ
う
。

　

副
業
を
し
た
こ
と
に
よ
り
高
ま
っ

た
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
つ
い
て
は
、「
転

職
し
た
い
」（
28
・
３
％
）、「
独
立
・

起
業
し
た
い
」（
24
・
２
％
）、「
職
種

を
変
え
た
い
」（
23
・
８
％
）
な
ど
が

挙
が
っ
て
い
る
（
図
27
）。
実
際
副

業
を
し
て
み
る
こ
と
で
、
転
職
や
起

業
へ
の
自
信
や
見
通
し
が
つ
く
こ
と

も
あ
る
た
め
か
、
副
業
者
の
３
割
弱

は
副
業
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア
意
識
が

高
ま
る
結
果
が
見
ら
れ
た
。一
方
で
、

１
割
程
度
は
キ
ャ
リ
ア
意
識
が
低
く

な
っ
て
い
る
。
副
業
の
職
場
や
仕
事

を
経
験
し
た
こ
と
で
、
改
め
て
副
業

や
独
立
よ
り
も
本
業
を
続
け
る
利
点

を
見
直
す
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
副
業
に
よ
る
学
習
意
欲
の

変
化
に
つ
い
て
は
「
学
び

直
し
を
し
た
い
」
が
31
・

６
％
、「
専
門
性
の
高
い

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た

い
」
が
34
・
２
％
で
あ
っ

た
。
本
業
と
は
異
な
る
職

場
や
集
団
の
中
に
身
を
置

く
こ
と
で
、
自
身
に
足
り

な
い
面
が
見
え
た
り
、
向

上
心
が
刺
激
さ
れ
た
り
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
だ
。

　

副
業
を
し
た
こ
と
で
本

業
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
っ
た
の
か
と
い
う
質
問

で
は
、「
本
業
に
役
立
つ

ス
キ
ル
・
知
識
が
身
に
つ

い
た
」
が
30
・
９
％
、「
本

業
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
社
外
の

人
脈
が
広
が
っ
た
」が
29
・
７
％
、「
問

題
に
対
し
て
、
創
造
的
な
解
決
方
法

を
思
い
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
」
が

29
・
４
％
と
、
ス
キ
ル
・
知
識
面
に

プ
ラ
ス
の
変
化
が
見
ら
れ
た
（
図

28
）。
3
割
程
度
の
人
は
、
副
業
先

で
の
実
務
経
験
が
本
業
で
も
あ
る
程

度
、
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
よ
う
だ
。

　

仕
事
に
対
す
る
姿
勢
や
考
え
方
な

ど
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
変
化
に
つ

い
て
は
、「
視
野
が
拡
大
し
た
」
が

44
・
６
％
、「
新
し
い
こ
と
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
抵
抗
が
な
く
な
っ
た
」

が
37
・
８
％
、「
変
化
を
前
向
き
に
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
が
36
・

１
％
と
な
っ
た
。
副
業
先
で
は
本
業

副
業
の
両
方
で
仕
事
を
し
て
い
る
状

態
に
は
、
互
い
に
相
乗
効
果
を
生
み

出
す
よ
う
な
良
好
な
関
係
性
が
あ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
副
業
が
本
業
に
も
た
ら
す

プ
ラ
ス
の
効
果
に
つ
い
て
、
副
業
の

ど
の
よ
う
な
要
素
が
そ
う
し
た
効
果

を
促
し
て
い
る
の
か
を
探
る
た
め
、

と
は
異
な
る
顧
客
を
相
手
に
仕
事
を

し
て
い
く
。「
郷
に
入
っ
て
は
郷
に

従
え
」
の
精
神
で
、
仕
事
の
進
め
方

や
物
事
の
捉
え
方
に
お
い
て
、
自
身

の
経
験
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
新

た
な
環
境
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
柔

軟
性
や
適
応
力
が
高
ま
る
効
果
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
副
業
に
よ
る
本
業
へ
の

効
果
は
、
副
業
者
本
人
の
「
本
業
に

お
け
る
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン

ト
（
や
り
が
い
、
働
き
が
い
、
仕
事

に
全
力
で
打
ち
込
ん
で
い
る
な
ど
）」

や
「
本
業
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
（
責
任
を
果
た
し
て
い
る
、
職
場

で
任
さ
れ
た
レ
ベ
ル
以
上
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
な
ど
）」
と
の
間
に

お
い
て
、
一
方
が
高
け
れ
ば
も
う
一

方
も
高
い
と
い
う
正
の
相
関
が
見
ら

れ
た
（
図
29
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
で
は
「
副

業
の
効
果
」
と
し
て
本
業
に
対
す
る

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
ま
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
最
初
か
ら
本
業
で
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
保
っ
て
い
る
人

が
そ
の
熱
意
を
も
っ
て
副
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
、
そ
の
因
果
関

係
ま
で
は
判
断
が
難
し
い
が
、本
業
・

「
副
業
動
機
」「
副
業
の
仕
事
特
性
」「
副

業
に
お
け
る
意
識
（
成
長
実
感
、
達

成
感
な
ど
）」「
副
業
者
へ
の
職
場
の

支
援
体
制
」「
上
司
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

行
動
」
の
５
つ
の
要
素
の
影
響
力
に

つ
い
て
分
析
を
進
め
た
（
図
30
）。

①
副
業
動
機

　

ま
ず
、「
副
業
動
機
」に
つ
い
て
は
、

「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
活
躍
の
場
の
拡

大
」「
自
己
実
現
」
と
い
っ
た
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
動
機
が
本
業
へ
の
プ
ラ
ス

の
効
果
を
促
す
要
素
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
31
）。
副
業

で
の
仕
事
が
本
業
に
生
か
せ
る
こ

と
、
あ
る
い
は
「
副
業
で
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
て
い
る
」「
活
躍
で
き

て
い
る
」
と
い
っ
た
満
足
感
が
本
業

の
仕
事
で
も
活
力
を
生
み
出
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
な
り
ゆ
き
・
頼
ま
れ
副
業
」
に

つ
い
て
も
プ
ラ
ス
に
作
用
し
て
い

る
。
知
人
や
取
引
先
、
関
係
先
な
ど

か
ら
頼
ま
れ
る
仕
事
は
、
本
業
で
の

自
身
の
ス
キ
ル
や
能
力
を
買
わ
れ
て

ス
ポ
ッ
ト
で
請
け
負
う
ケ
ー
ス
も
多

く
、
自
身
の
ス
キ
ル
や
実
績
に
対
す

る
高
い
評
価
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
機

会
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
な

り
ゆ
き
や
頼
ま
れ
仕
事
は
断
り
に
く

い
面
も
あ
り
、
過
重
労
働
リ
ス
ク
を

高
め
る
結
果
も
出
て
い
る
た
め
注
意

が
必
要
だ
。

図27  副業実施による意識の変化（％）
Q．副業を行うことで変化はありましたか。

図29   副業の本業への影響とワーク・エンゲイジメントの関係

企
業
や
働
く
個
人
が
期
待
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
本
当
に
得
ら
れ
る
の
か

副
業
先
で
の
実
務
経
験
が

本
業
に
プ
ラ
ス
に
影
響

本
業
に
プ
ラ
ス
の
変
化
を
与
え
る

５
つ
の
因
子

図30  【分析全体図】副業による本業へのプラス影響の要因

2223



調整済R²：0.374
影響度
の順位 副業の特性 有意

確率

1位 本業のスキルを
生かせる仕事である ***

2位 仕事の成果について、他者から
フィードバックを受けている ***

3位 多くの人と関わり合って
進めることが多い仕事である ***

仕事の成果が
数値で測りやすい ***

創造性やアイデアを
求められる仕事である ***

6位 さまざまな能力や経験を
必要とする仕事である ***

7位 本業とはまったく別のスキルを
身につける必要がある ***

調整済R²：0.389

副業における意識

1位 副業の仕事を通じて自分自身
が成長したという感じを持てる ***

2位 副業の仕事は社会に貢献する、
意義あるものである ***

3位 副業の仕事は自分の専門性が
生かせる ***

4位 副業の仕事は達成感を
感じることができる ***

5位 副業の仕事のやり方は、
自分で決められる ***

副業者 n=1,703
■本業へのプラスの影響を従属変数にした重回帰分析の結果
統制変数：性別、年齢、業種、職種
独立変数：副業の特性（15項目）、副業における意識（5項目）
表中の数値：標準化偏回帰係数、***１％水準で有意項目のみ抜粋

標準化
偏回帰係数

有意
確率

標準化
偏回帰係数

影響度
の順位

0.215

0.141

0.109

0.101

0.099

0.090

0.088

0.338

0.159

0.098

0.075

0.062

4位

5位

　
「
本
業
へ
の
不
満
」
が
副
業
動
機

の
場
合
は
、
本
業
に
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

に
作
用
し
て
い
る
と
同
時
に
、
過
重

労
働
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
に
も

な
っ
て
い
る
。
副
業
が
転
職
や
退
職

の
準
備
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
得
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、「
現
職
の
継
続
就
業
不
安
」

や
「
収
入
補
填
」
と
い
っ
た
動
機
に

関
し
て
は
本
業
へ
の
影
響
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

②
副
業
の
仕
事
特
性

　

図
32
の
「
副
業
の
仕
事
特
性
」
に

つ
い
て
見
て
い
く
と
、
本
業
に
最
も

プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
副
業
の
仕
事
特

性
は
「
本
業
の
ス
キ
ル
を
生
か
せ
る

仕
事
で
あ
る
」
で
、
続
い
て
「
仕
事

の
成
果
に
つ
い
て
、
他
者
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
」

「
多
く
の
人
と
関
わ
り
合
っ
て
進
め

る
こ
と
が
多
い
仕
事
で
あ
る
」
の
順

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、「
本
業

と
は
ま
っ
た
く
別
の
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
特
性

も
本
業
に
プ
ラ
ス
の
影
響
が
出
て
い

る
。

　

多
様
な
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

自
身
の
働
き
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
得
る
こ
と
は
、
ス
キ
ル
や

経
験
、
発
想
力
を
認
め
ら
れ
た
り
、

時
に
は
不
足
部
分
に
気
づ
い
た
り
し

な
が
ら
、
よ
り
一
層
能
力
や
自
信
を

高
め
て
い
く
機
会
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
本
業
で
も
生
か
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
本
業
で
の
仕
事

へ
の
ス
パ
イ
ス
と
な
っ
て
、
異
な
る

視
点
や
可
能
性
を
見
出
す
き
っ
か
け

に
も
な
る
だ
ろ
う
。

③
副
業
に
お
け
る
意
識

　

図
32
の「
副
業
に
お
け
る
意
識（
成

長
実
感
、
達
成
感
な
ど
）」
に
つ
い

て
は
、「
副
業
の
仕
事
を
通
じ
て
自

分
自
身
が
成
長
し
た
と
い
う
感
じ
を

持
て
る
」
が
最
も
高
い
効
果
を
示
し

た
。
成
長
実
感
を
伴
う
ほ
ど
の
、
副

業
に
よ
る
新
し
い
知
識
・
経
験
の
獲

得
や
マ
イ
ン
ド
の
変
化
が
、
本
業
で

の
仕
事
で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。

　

ま
た
、「
副
業
の
仕
事
は
社
会
に

貢
献
す
る
、意
義
あ
る
も
の
で
あ
る
」

「
副
業
の
仕
事
は
自
分
の
専
門
性
が

生
か
せ
る
」
と
い
っ
た
や
り
が
い
の

実
感
が
本
業
に
も
プ
ラ
ス
の
作
用
を

及
ぼ
す
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
る
。

④
副
業
者
へ
の
職
場
の
支
援
体
制

　

図
33
の
「
副
業
者
へ
の
職
場
の
支

援
体
制
」
に
つ
い
て
は
「
副
業
の
労

働
時
間
の
把
握
」「
副
業
の
や
り
方

な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
な

ど
が
、
本
業
に
対
し
て
プ
ラ
ス
の
効

果
を
促
し
て
い
た
。
労
働
時
間
の
把

握
は
、
知
識
・
ス
キ
ル
や
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
面
で
の
効
果
を
期
待
す
る
だ

け
で
な
く
、
副
業
に
よ
る
過
重
労
働

リ
ス
ク
に
対
す
る
労
務
管
理
の
面
で

も
お
ざ
な
り
に
で
き
な
い
重
要
な
サ

ポ
ー
ト
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
本
業
の
会
社
の
業
務
ツ
ー

ル
、
会
議
室
な
ど
の
使
用
許
可
」
と

い
っ
た
要
素
も
プ
ラ
ス
に
作
用
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
会
社
が
支
給
し
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
、モ
ニ
タ
ー
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

な
ど
の
業
務
ツ
ー
ル
や
会
議
室
は
、

当
然
だ
が
本
来
、
本
業
の
仕
事
の
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
許

可
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
利
用
の
仕

方
や
頻
度
な
ど
、
副
業
者
側
に
も
節

度
が
な
け
れ
ば
、
本
業
側
の
社
内
に

図32  本業へのプラスの影響を促す副業特性／副業意識

図33  本業へのプラスの影響を促す職場の支援体制／上司のマネジメント行動

図34  副業によって本業に発生した問題・課題（％）

■本業へのプラスの影響を従属変数にした
重回帰分析の結果
統制変数：性別、年齢、業種、職種
独立変数：副業開始後の上司のマネジメント
行動の変化（9項目）、職場の支援
表中の数値：標準化偏回帰係数、
***：１％水準で有意　**：5%水準で有意　

職場の
支援体制

副業についてのアドバイス

副業に対する肯定的な評価

従属変数

副業の労働時間の把握

副業のやり方などについての
アドバイス

本業の会社の業務ツール、
会議室などの使用許可

副業者
n＝1,703

副業通知者
n＝609

人事や上司との定期的な面談・
ヒアリング

上司の
マネジメント
行動

調整済R²： 0.224

調整済R²： 0.143

副業による
本業への
プラスの影響

＋

＋

＋

＋

＋

＋

0.188 ***

0.132 ***

0.068 ***

0.059**

0.279 ***

0.198 ***

16.1 15.0 14.1 
12.3 11.9 11.3 

本
業
を
お
ろ
そ
か
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た

過
重
労
働
と
な
り
、

本
業
に
支
障
を

き
た
し
た

本
業
の
情
報
を

持
ち
出
し
て
し
ま
っ
た

競
業
に
よ
り

本
業
に
不
利
益
を

出
し
て
し
ま
っ
た

本
業
の
企
業
の

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に

な
る
よ
う
な
問
題
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た

過
重
労
働
と
な
り
、

体
調
を
崩
し
た

副業者 n=1,703
※あてはまる・計／聴取方法：あてはまる̶あてはまらない　5段階尺度

お
け
る
不
公
平
感
や
不
満
発
生
の
温

床
に
な
り
か
ね
な
い
。
状
況
を
見
な

が
ら
利
用
許
可
を
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。

⑤
上
司
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
行
動

　

図
33
の
「
上
司
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

行
動
」
に
関
し
て
は
「
副
業
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
」「
副
業
に
対
す

る
肯
定
的
な
評
価
」
が
本
業
へ
の
効

果
を
高
め
て
い
る
。
副
業
す
る
こ
と

に
対
す
る
上
司
か
ら
の
理
解
や
配
慮

と
い
っ
た
肯
定
的
な
態
度
は
、
本
業

へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
醸
成
す

る
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
副
業
で
の
経
験
が
本
業

に
も
プ
ラ
ス
に
働
く
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
上
司
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
と
い
え
る
。

　

特
に
、
働
き
過
ぎ
な
ど
の
健
康
を

害
す
る
よ
う
な
無
理
な
働
き
方
が
見

受
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
本
業
へ
の

支
障
を
食
い
止
め
る
と
い
う
意
味
で

も
、
副
業
を
セ
ー
ブ
す
る
提
案
を
し

た
り
、
本
人
の
キ
ャ
リ
ア
志
向
や

困
っ
て
い
る
こ
と
を
１
ｏ
ｎ
１
な
ど

で
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
上
で
、
副
業
へ

の
取
り
組
み
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

り
す
る
こ
と
は
効
果
的
な
支
援
に
な

ろ
う
。

―
副
業
に
よ
る
リ
ス
ク
―

過
重
労
働
や

転
職
意
向
の
高
ま
り

要因変数統制変数 従属変数

副業による
過重労働
リスク
α係数：0.916

①「本業」の働き方・労働量

②「副業」の働き方・労働量

性別・年齢

本業の業種

本業の職種

図35  【分析全体図】副業による本業での過重労働リスクの要因

　

副
業
に
よ
る
本
業
に
お
け
る
リ
ス

ク
や
デ
メ
リ
ッ
ト
に
関
し
て
も
確
認

し
て
お
き
た
い
。
副
業
す
る
こ
と
で

起
こ
り
得
る
問
題
と
し
て
は
、
ひ
と

つ
に
従
業
員
が
働
き
過
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
業
の
勤
務

時
間
や
業
務
量
が
減
っ
て
、
時
間
に

余
裕
が
で
き
た
た
め
に
副
業
を
始
め

た
よ
う
な
人
は
と
も
か
く
、
本
業
は

こ
れ
ま
で
の
働
き
方
と
さ
し
て
変
わ

ら
ず
、
本
業
に
加
え
て
副
業
ま
で
こ

な
し
て
い
く
と
な
れ
ば
、
体
力
的
に

も
無
理
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
の
は

当
然
で
あ
る
。多
く
の
副
業
の
場
合
、

副
業
者
の
過
重
労
働
リ
ス
ク
は
副
業

前
と
比
べ
て
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

実
際
、「
副
業
に
よ
っ
て
本
業
に

発
生
し
た
問
題
・
課
題
」
に
つ
い
て

副
業
者
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
過

重
労
働
と
な
り
、
体
調
を
崩
し
た
」

は
16
・
１
％
、「
過
重
労
働
と
な
り
、

本
業
に
支
障
を
き
た
し
た
」
は
14
・

１
％
だ
っ
た
。
15
％
前
後
の
副
業
者

が
過
重
労
働
に
陥
っ
た
経
験
が
あ
る

の
だ
（
図
34
）。
そ
の
ほ
か
「
本
業

の
情
報
を
持
ち
出
し
て
し
ま
っ
た
」

（
11
・
９
％
）、「
競
業
に
よ
り
本
業
に

不
利
益
を
出
し
て
し
ま
っ
た
」（
11
・

３
％
）
と
い
っ
た
情
報
漏
洩
や
利
益

相
反
の
問
題
も
、
副
業
を
容
認
す
る

企
業
と
し
て
は
看
過
で
き
な
い
問
題

と
い
え
る
。
た
だ
し
、
今
回
の
調
査

結
果
か
ら
は
「
副
業
者
の
過
労
」
の

ほ
う
が
発
生
リ
ス
ク
が
高
く
、
対
応

の
優
先
度
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

そ
こ
で
次
に
、
副
業
の
ど
の
よ
う

な
要
素
が
過
重
労
働
を
引
き
起
こ
し

や
す
い
の
か
に
つ
い
て
、「
本
業
の

働
き
方
・
労
働
量
」
と
「
副
業
の
働

き
方
・
労
働
量
」
の
視
点
か
ら
詳
し

く
分
析
し
た
（
図
35
）。
中
で
も
特

徴
が
見
ら
れ
た
要
素
に
つ
い
て
、
解

説
し
て
い
く
。

①
「
本
業
」
の
働
き
方
・
労
働
量

　

ま
ず
、
本
業
の
働
き
方
別
に
「
過

重
労
働
リ
ス
ク
（
※
）」
を
見
た
と

こ
ろ
、
本
業
の
働
き
方
が
「
フ
レ
ッ

ク
ス
あ
り
」
の
場
合
、
過
重
労
働
の

リ
ス
ク
が
２
・
46
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

の
に
対
し
て
、「
フ
レ
ッ
ク
ス
な
し
」

の
場
合
は
同
１
・
91
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
た（
26
ペ
ー
ジ
・
図
36
）。
ま
た
、

「
勤
務
日
数
選
択
あ
り
」
の
場
合
の

過
重
労
働
リ
ス
ク
は
２
・
54
ポ
イ
ン

ト
、「
勤
務
日
数
選
択
な
し
」
の
場

合
は
１
・
98
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

本
業
側
の
企
業
が
自
分
で
労
働
時

間
な
ど
を
調
整
で
き
る
柔
軟
な
働
き

方
が
で
き
る
環
境
で
あ
る
ほ
ど
、
過

重
労
働
リ
ス
ク
は
高
く
な
っ
て
い

る
。
本
業
に
充
て
る
時
間
や
勤
務
日

を
自
分
で
加
減
で
き
る
フ
レ
ッ
ク
ス

制
度
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

て
、
空
い
た
時
間
に
副
業
を
詰
め
込

み
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

想
定
さ
れ
る
。

　

本
業
の
残
業
時
間
に
つ
い
て
は
、

「
残
業
は
し
な
い
」
と
い
う
場
合
、

過
重
労
働
リ
ス
ク
は
１
・
91
ポ
イ
ン

ト
だ
が
、「
５
〜
10
時
間
未
満
」
で

は
２
・
20
ポ
イ
ン
ト
、「
20
〜
30
時

間
未
満
」
で
は
２
・
28
ポ
イ
ン
ト
と
、

本
業
の
残
業
時
間
が
長
く
な
る
ほ

ど
、
過
重
労
働
リ
ス
ク
は
高
ま
る
傾

向
が
あ
っ
た
。

　

副
業
を
容
認
す
る
企
業
の
中
に

は
、
副
業
の
条
件
と
し
て
残
業
時
間

や
総
労
働
時
間
に
制
限
を
設
け
て
い

※過重労働リスクとは、「過重労働となり、本業に支障をきたした」「過重労働となり、体調を崩した」に対して、
「あてはまる（5点）～あてはまらない（1点）」の5段階回答を点数化し算出した平均値

副
業
に
よ
っ
て

過
重
労
働
に
陥
る
ケ
ー
ス
も

副
業
に
よ
る
過
重
労
働
リ
ス
ク
を

高
め
る
２
つ
の
要
因
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る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
基
本
的
に
は
副

業
者
の
自
律
性
に
任
せ
た
い
と
こ
ろ

だ
が
、
労
務
管
理
上
の
点
か
ら
も
残

業
が
多
い
人
に
は
副
業
容
認
に
慎
重

な
判
断
が
必
要
な
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
な
ど
を
導
入

し
て
い
る
会
社
の
場
合
、
自
社
の
従

業
員
が
副
業
し
て
い
て
も
勤
務
実
態

を
一
元
的
に
管
理
で
き
な
い
面
が
あ

る
。
過
労
の
状
態
に
陥
っ
て
い
て
も

把
握
が
難
し
い
実
情
が
あ
る
た
め
、

職
場
・
上
司
は
副
業
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
定
期
的
に
行
い
な

が
ら
、
健
康
状
態
や
毎
月
・
毎
週
の

労
働
時
間
に
注
意
を
払
う
べ
き
ケ
ー

ス
も
あ
る
だ
ろ
う
。

②
「
副
業
」
の
働
き
方
・
労
働
量

　

次
に
、「
副
業
の
働
き
方
別
の
過

重
労
働
リ
ス
ク
」
を
見
て
い
く
。
副

業
の
「
報
酬
」
が
「
成
果
報
酬
」
の

場
合
は
、
過
重
労
働
リ
ス
ク
が
２
・

18
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

「
労
働
時
間
報
酬
」
の
場
合
は
１
・

68
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
（
図
37
）。

労
働
時
間
報
酬
に
比
べ
て
成
果
報
酬

型
の
副
業
の
ほ
う
が
過
重
労
働
リ
ス

ク
は
高
い
。
時
間
と
報
酬
が
定
め
ら

れ
て
い
る
働
き
方
よ
り
も
、
成
果
報

酬
の
ほ
う
が
、
副
業
と
い
え
ど
も
強

い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
シ
ー
ン

が
多
い
こ
と
や
、
成
果
の
た
め
に
つ

い
つ
い
長
時
間
労
働
を
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
「
副
業
在
宅
率
」
に
つ
い
て
は
、
在

宅
勤
務
が
「
１
〜
２
割
」
で
あ
る
場

合
の
過
重
労
働
リ
ス
ク
は
２
・
90
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
５
〜

６
割
」
で
は
同
２・64
ポ
イ
ン
ト
、「
９

割
以
上
」
に
な
る
と
同
１
・
96
ポ
イ

ン
ト
と
、
在
宅
率
が
上
が
る
ほ
ど
過

重
労
働
リ
ス
ク
は
低
下
し
て
い
く
。

　

副
業
の
活
動
量
に
関
し
て
は
、「
平

日
の
労
働
時
間
（
本
業
の
勤
務
が
あ

る
日
）」
が
多
い
こ
と
が
過
重
労
働

リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、「
休
日
の
労
働
時
間
（
本

業
の
勤
務
が
な
い
日
）」、副
業
の「
１

カ
月
あ
た
り
の
総
労
働
時
間
」「
１

カ
月
あ
た
り
の
総
労
働
日
数
」
に
つ

い
て
は
統
計
上
、
意
味
の
あ
る
差
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

副
業
は
、
本
業
へ
の
効
果
が
期
待

で
き
る
一
方
で
、往
々
に
し
て
転
職
、

独
立
な
ど
の
き
っ
か
け
や
ス
テ
ッ
プ

に
も
な
り
得
る
。
実
際
、「
副
業
実

施
に
よ
る
意
識
の
変
化
」
に
お
け
る

結
果
（
22
ペ
ー
ジ
・
図
27
参
照
）
で

も
、「
転
職
し
た
い
」
と
す
る
回
答

は
28
・
３
％
に
上
っ
て
い
る
。
企
業

と
し
て
は
人
材
流
出
の
リ
ス
ク
と
し

て
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
副
業
の
ど
の
よ
う
な
要

素
が
特
に
人
材
流
出
リ
ス
ク
に
つ
な

が
っ
て
い
る
か
、「
副
業
の
動
機
」

と
「
上
司
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
観

点
か
ら
分
析
し
た
。

　

ま
ず
、
副
業
の
動
機
に
つ
い
て
は

図
38
の
通
り
、「
収
入
補
填
」「
本
業

へ
の
不
満
」「
現
職
の
継
続
就
業
不

安
」
と
い
っ
た
動
機
が
強
い
副
業
者

の
場
合
、
副
業
に
よ
っ
て
転
職
意
向

が
高
ま
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
副
業

を
始
め
る
出
発
点
に
、
本
業
で
の
収

入
や
仕
事
内
容
、
将
来
性
な
ど
に
対

す
る
強
い
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

抱
え
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い

て
、
副
業
が
転
職
意
向
を
高
め
る
要

因
に
な
る
の
は
頷
け
る
結
果
だ
。

　

調
査
で
は
、
副
業
者
が
「
本
業
へ

の
不
満
」
を
感
じ
な
が
ら
、「
副
業

の
や
り
が
い
・
達
成
感
」
を
感
じ
て

い
る
場
合
は
、
転
職
し
た
い
気
持
ち

を
一
気
に
高
め
て
し
ま
う
こ
と
も
確

認
さ
れ
て
い
る
（
図
39
）。
副
業
に

よ
っ
て
自
分
自
身
の
新
た
な
可
能
性

の
広
が
り
、
あ
る
い
は
本
業
に
は
な

い
仕
事
へ
の
活
力
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
実
感
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
転

職
意
向
が
高
ま
る
の
は
な
お
さ
ら
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
結
果
は「
本

業
へ
の
不
満
」
が
高
い
層
に
限
ら
れ

た
現
象
で
あ
っ
て
、
本
業
へ
の
不
満

が
低
い
層
や
中
程
度
の
場
合
は
、「
副

業
の
や
り
が
い
・
達
成
感
」
が
高
い

図36  本業の働き方別の過重労働リスク（pt）

副業動機

従属変数

転
職
意
向

副業通知者 n＝609

上司の
マネジメント
行動の変化

副業者 n＝1,703

収入補填

本業への不満

現職の継続就業不安

責任のある仕事を
任せてくれなくなった

コミュニケーションが減った

調整済R²：0.137

調整済R²：0.148

■過重労働リスクを従属変数にした重回帰分析の結果
統制変数：性別、年齢、業種、職種／独立変数：副業動機6因子、上司のマネジメント行動の変化9項目／
表中の数値：標準化偏回帰係数、***：１％水準で有意

0.107***
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＋
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＋

場
合
で
も
必
ず
し
も
転
職
意
向
を
高

め
る
結
果
に
は
つ
な
が
っ
て
お
ら

ず
、
副
業
す
る
こ
と
が
直
ち
に
転
職

意
向
を
高
め
る
も
の
で
は
な
い
点
に

留
意
し
て
お
き
た
い
。
不
満
が
中
程

度
〜
低
い
層
の
副
業
者
に
と
っ
て

は
、
あ
く
ま
で
も
「
軸
足
は
本
業
に

あ
る
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
人

が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
図
38
の
「
上
司
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
行
動
の
変
化
」
と
転
職
意
向

の
関
係
に
つ
い
て
見
る
と
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
っ
た
」「
責
任

の
あ
る
仕
事
を
任
せ
て
く
れ
な
く

な
っ
た
」
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
、
転

職
意
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。
自
身
の

副
業
に
対
す
る
上
司
の
理
解
や
サ

ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
副

業
を
理
由
に
「
自
身
の
存
在
が
軽
ん

じ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
評
価
を
感
じ
た
り
す
る

と
、
副
業
者
に
「
会
社
に
居
場
所
が

な
い
」
と
疎
外
感
を
与
え
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

企
業
の
人
材
流
出
リ
ス
ク
を
考
え

る
上
で
は
、
副
業
者
を
特
別
視
し
過

ぎ
ず
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
態

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

転
職
し
た
い
気
持
ち
が
高
ま
っ
た

副業のやりがい・
達成感【低】

副業のやりがい・
達成感【中】

副業のやりがい・
達成感【高】

本業への不満【高層】（665）

本業への不満【中層】（459）

本業への不満【低層】（579）

図39  本業への不満（副業動機）と副業のやりがい・達成感の転職意向への交互作用（pt）

度
で
接
す
る
ほ
か
、
時
に
は
副
業
を

含
め
た
仕
事
の
状
況
を
尋
ね
た
り
、

過
労
な
ど
の
心
配
が
あ
る
と
き
に
は

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
す
る
こ
と
な

ど
も
、
転
職
抑
制
に
効
果
が
期
待
で

き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
、
調
査
分
析
の
結
果
を

基
に
、
副
業
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ

い
て
企
業
・
副
業
者
双
方
の
視
点
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
考
察
を
行
っ
て
き

た
。
企
業
に
と
っ
て
、
副
業
は
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
新
た
な
雇

用
の
創
出
、
働
き
手
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
・
自
己
実
現
、
そ
し
て
企
業
側
に

は
優
秀
な
人
材
の
獲
得
や
働
き
方
改

革
の
実
現
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
点

が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

　

た
だ
し
、
そ
の
効
果
は
従
業
員
が

副
業
を
始
め
る
動
機
や
容
認
す
る
側

の
企
業
の
対
応
に
左
右
さ
れ
る
側
面

が
あ
る
。ま
た
、業
種
や
職
種
に
よ
っ

て
も
、
副
業
が
適
す
る
か
ど
う
か
が

違
っ
て
き
そ
う
だ
。
さ
ら
に
、
副
業

者
の
中
に
は
、
本
業
と
の
両
立
が
う

ま
く
い
か
ず
過
労
な
ど
の
問
題
を
抱

え
て
し
ま
う
人
も
い
る
。
ま
た
、
企

業
側
に
は
副
業
者
を
め
ぐ
る
労
務
管

理
、
競
業
や
情
報
漏
洩
、
人
材
流
出

リ
ス
ク
や
負
担
と
い
っ
た
課
題
も
残

る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、

副
業
容
認
が
そ
も
そ
も
自
社
の
業
種

や
経
営
方
針
、
従
業
員
に
副
業
促
進

が
マ
ッ
チ
す
る
の
か
、
ま
た
本
当
に

導
入
す
べ
き
な
の
か
は
十
分
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。そ
の
上
で
、

導
入
す
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
条

件
設
定
や
運
用
方
法
で
あ
れ
ば
、
副

業
導
入
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
最
小

に
、
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
に
で
き
そ
う

か
に
重
点
を
置
い
て
設
計
・
運
用
を

進
め
る
こ
と
で
、
従
業
員
の
満
足
度

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め
、
採
用

定
着
の
向
上
や
新
た
な
事
業
創
出
と

い
っ
た
、
企
業
が
考
え
て
い
る
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が

期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

過重労働リスク

副業者 n=1,703

過重労働リスク

2.46
1.91
2.54
1.98
1.91
1.95
2.20
2.22
2.28
2.19

本業の残業時間

本業の働き方

※過重労働リスク数値：
「過重労働となり、本業に支障をきたした」
「過重労働となり、体調を崩した」の平均値

副業者 n=1,703

※過重労働リスク数値：
「過重労働となり、本業に支障をきたした」
「過重労働となり、体調を崩した」の平均値

1.90
2.19
2.30
2.10
2.43

2.18
1.68
1.87
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2.84
2.64
2.25
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働
き
方

活
動
量

(340)
(279)
(210)
(101)
(114)

(696)
(612)
(909)
(132)
(92)
(68)
(51)
(451)

(492)
(1,211)
(281)
(1,422)

(550)
(314)
(226)
(218)
(154)
(241)

1時間程度
2時間程度
3時間程度
4時間程度
5時間以上

平日の労働時間

成果報酬
労働時間報酬
在宅勤務　0割
在宅勤務　1～2割
在宅勤務　3～4割
在宅勤務　5～6割
在宅勤務　7～8割
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報酬

副業在宅率

5～10時間未満
10～20時間未満
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フレックスあり
フレックスなし
勤務日数選択あり
勤務日数選択なし
残業はしない
5時間未満

30時間以上

図37  副業の働き方別の過重労働リスク（pt）

図38  副業による人材流出のリスクの要因分析
本
業
に
強
い
不
満
が
あ
る
と

転
職
意
向
も
高
い

副
業
に
よ
る
人
材
流
出
リ
ス
ク
回
避

上
司
の
親
身
な
対
応
が
重
要
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２
０
１
８
年
に
モ
デ
ル
就
業
規
則
が
改
定
さ
れ
、
一
気
に

注
目
度
が
高
ま
っ
た
副
業
の
容
認
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
世
の
中
の
ム
ー
ド
と
し
て
は
、
企
業
の
副
業
容
認
へ
の

関
心
も
、
個
人
の
副
業
希
望
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
実
際
、
我
々
が
今
回
実
施
し
た
調
査
で
は
、
容
認

す
る
企
業
の
割
合
は
増
え
、「
禁
止
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
意
識
の
広
が
り
も
見
ら
れ
た
。

　

個
人
側
に
つ
い
て
は
、
副
業
実
施
率
や
意
向
は
あ
ま
り
変

化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
始
め
た
副
業
が

１
割
を
超
え
た
。
こ
の
副
業
に
は
、
収
入
補
填
や
現
職
で
働

き
続
け
ら
れ
る
か
へ
の
不
安
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
て
い
る
も

の
が
多
く
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
も
高
い
状
態
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
が
き
っ
か
け
で
な
く
と
も
、
今
の
仕
事
の
収
入

だ
け
で
は
現
在
お
よ
び
将
来
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
行
っ

て
い
る
副
業
は
多
い
。

　

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
低
年
収
層
に
副
業
希
望
者
が
多

い
の
に
対
し
、
実
際
に
副
業
を
し
て
い
る
の
は
高
年
収
層
が

多
い
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
も
見
ら
れ
た
。
保
有
す
る
ス
キ
ル
と

ニ
ー
ズ
が
合
っ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
取
り
急

ぎ
は
収
入
や
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
低
年
収
層
の
副
業
者
や

副
業
希
望
者
に
対
し
て
、
過
重
労
働
や
低
賃
金
労
働
に
陥
ら

な
い
た
め
の
ケ
ア
や
、
本
業
側
で
可
能
な
改
善
策
を
早
期
に

実
施
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
副
業
を
始
め
る
動
機
と
し
て
、「
活
躍
で
き
る
場
を

広
げ
た
い
」
や
「
新
し
い
知
見
や
ス
キ
ル
、
経
験
を
得
た
い
」

が
２
０
１
８
年
の
調
査
よ
り
も
順
位
が
高
く
な
っ
て
い
た
点

も
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
自
身
の
成
長
を
目
的
に
副
業
を

す
る
人
も
少
な
く
な
い
。
モ
デ
ル
就
業
規
則
改
定
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
働
き
方
改
革
実
行
計
画
で
は
、
副
業
・
兼
業
に

期
待
す
る
役
割
と
し
て
「
新
た
な
技
術
の
開
発
、
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
起
業
の
手
段
、
第
２
の
人
生
の
準
備
」

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
調
査
対
象
の
企
業
や
読
者
企
業
の
多

く
も
、
社
員
の
視
野
拡
大
や
自
主
性
向
上
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
的
に
副
業
を
容
認
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
我
々
が
今
回
の
調
査
で
焦
点
を
当
て
て
分
析
を

進
め
た
の
が
、「
社
員
の
副
業
が
本
業
側
の
仕
事
に
与
え
る
影

響
」
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
、
社
員
個
人
の
ス
キ
ル
向
上
な

ど
を
目
的
に
し
た
副
業
容
認
は
多
い
が
、
本
業
側
企
業
に

と
っ
て
意
図
し
た
よ
う
な
副
業
の
効
果
は
本
当
に
期
待
で
き

そ
う
な
の
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

結
論
か
ら
い
え
ば
、
副
業
は
副
業
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

良
い
影
響
が
あ
り
、
本
業
側
の
仕
事
に
も
プ
ラ
ス
の
効
果
が

期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
（
図
40
）。
さ
ら

に
、
社
員
の
副
業
に
関
す
る
継
続
的
な
状
況
把
握
や
支
援
が
、

プ
ラ
ス
の
影
響
を
高
め
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
特
に
、
本
業

側
の
企
業
の
支
援
体
制
や
現
場
上
司
の
副
業
に
対
す
る
理
解

あ
る
態
度
な
ど
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
す
で
に
容
認
し
て
い
る
企
業
の
中
で
実
際
に
支

援
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
少
な
く
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
と

は
い
っ
て
も
「
労
働
時
間
の
把
握
」
で
18
・
２
％
、「
特
に
何

も
や
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
企
業
が
52・３
％
を
占
め
る
。
こ

こ
は
取
り
組
む
余
地
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
制
度
上
、
容
認
と
さ
れ
て
い
て
も
実
際
の
職
場

で
直
属
の
上
司
や
同
僚
が
副
業
者
を
受
け
入
れ
な
い
雰
囲
気

で
あ
れ
ば
、
や
は
り
副
業
は
し
づ
ら
く
、
で
き
た
と
し
て
も

組織マネジメントの工夫で
企業・個人双方にとって
より良い副業の実現を

おわりに

副
業
は
進
ん
だ
か
？

カ
ギ
は
、
副
業
動
機
の
把
握
と
支
援

副
業
で
得
た
ス
キ
ル
や
人
脈
を
本
業
側
に
生
か
し
て
み
よ
う

と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
わ
か
な
い
。
副
業
に
対
し
て
、

本
業
側
へ
の
何
ら
か
の
好
影
響
を
期
待
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

副
業
を
す
る
人
以
外
の
社
員
に
も
副
業
容
認
に
対
す
る
理
解

や
協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
副
業
の
動
機
／
目
的
／
内
容
」
も
重
要
な
観
点
だ
。

副
業
に
よ
る
本
業
へ
の
影
響
は
、動
機
や
目
的
、内
容
に
よ
っ

て
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。
調
査
結
果
で
見
た
通
り
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
活
躍
の
場
の
拡
大
な
ど
を
目
的
と
し
た
副
業

は
、
本
業
に
お
い
て
も
ス
キ
ル
や
知
識
、
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

に
プ
ラ
ス
の
影
響
が
大
き
い
。
一
方
、本
業
へ
の
不
満
を
き
っ

か
け
に
行
う
副
業
で
は
、
副
業
の
や
り
が
い
や
達
成
感
が
高

ま
る
と
転
職
意
向
を
一
気
に
高
め
て
し
ま
う
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

　

副
業
を
す
る
動
機
や
目
的
の
把
握
方
法
に
つ
い
て
は
、
申

請
時
に
お
け
る
申
告
の
ほ
か
、
現
状
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な

い
条
件
設
定
を
行
う
の
も
ひ
と
つ
で
あ
る
。
実
際
、
条
件
付

き
で
副
業
を
容
認
し
て
い
る
企
業
の
う
ち
、「
本
人
の
成
長
に

つ
な
が
ら
な
い
仕
事
」
を
禁
止
し
て
い
る
の
は
13・９
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
人
材
の
代
替
可
能
性
が
高
く
、ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
に
く
い
副
業
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
は
推
奨

し
な
い
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
観
点
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な

ど
、
副
業
の
内
容
を
一
定
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
も

あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
業
へ
の
不
満
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
動
機
ほ
ど
、
本

人
の
申
請
で
は
な
か
な
か
会
社
側
か
ら
は
把
握
し
づ
ら
い
。

副
業
を
続
け
る
中
で
、
目
的
や
内
容
に
変
化
が
あ
る
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
副
業
希
望
者
本
人
と
会
社
側
の

上
司
や
人
事
と
の
間
で
、
副
業
の
目
的
や
内
容
、
進
捗
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
や
は
り
重
要
と
い
え
よ
う
。

　

本
来
、
社
員
の
就
業
時
間
外
の
活
動
は
自
由
で
あ
る
べ
き

で
あ
り
、
人
事
担
当
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
あ
る
よ
う

に
、
社
会
的
に
今
後
こ
の
副
業
拡
大
の
動
き
が
後
退
す
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
面
は
副
業
容
認
に
踏
み
出

さ
な
い
と
い
う
企
業
も
ま
だ
ま
だ
多
い
。
そ
の
中
に
は
、
経

営
層
の
理
解
が
得
ら
れ
そ
う
に
な
い
と
い
う
意
見
も
散
見
さ

れ
た
。

　

現
在
容
認
し
て
い
る
企
業
の
多
く
は
、
今
後
ビ
ジ
ネ
ス
を

成
長
さ
せ
て
い
く
上
で
、
従
業
員
の
自
律
性
向
上
や
従
来
に

捉
わ
れ
な
い
発
想
力
、
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
心
、
ま
た
人

材
の
獲
得
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
と
い
っ
た
こ
と
の

必
要
性
に
直
面
し
、
中
に
は
そ
れ
ら
が
な
け
れ
ば
立
ち
行
か

な
い
ほ
ど
の
危
機
感
を
覚
え
、
大
き
く
経
営
の
舵
を
切
る
中

で
打
ち
手
の
ひ
と
つ
と
し
て
副
業
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

業
種
・
職
種
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
組
織

文
化
に
よ
っ
て
も
、
副
業
の
馴
染
み
や
す
さ
は
異
な
る
た
め
、

今
す
ぐ
に
容
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
企
業
も
多
く
あ
る
。
そ

の
た
め
、
過
熱
気
味
の
ブ
ー
ム
に
押
さ
れ
て
副
業
容
認
を
急

ぐ
必
要
は
な
い
も
の
の
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
企

業
が
上
述
の
よ
う
な
必
要
性
や
危
機
に
直
面
す
る
と
き
が
来

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
の
手
段
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
副
業
は
今
回
の
調
査
や
取
材
か
ら
見
え
て
き
た
通
り
有

効
と
い
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
導
入
す
る
企
業
も
、
す
で
に
運
用
中
の
企
業
も
、

副
業
者
に
対
す
る
組
織
の
支
援
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方

と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
な
が
ら
、
企
業
・
個
人
双
方

に
と
っ
て
よ
り
良
い
形
で
の
副
業
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

図40  本業へのプラスの効果が【高い】副業の特徴

副業要因

副業動機

副業の特性

副業における意識

スキルアップ
自己実現
なりゆき・頼まれ副業

本業のスキルを生かせる仕事
他者からフィードバックを受ける仕事
多くの人と関わる仕事

成長実感、社会貢献実感が【ある】

職場要因
職場の支援

上司のマネジメント

副業者への支援体制あり
（副業の労働時間の把握、アドバイスなど）

副業に対する肯定的な態度

今
後
の
副
業
検
討
に
向
け
て
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近
年
、
副
業
・
兼
業
を
希
望
す
る
働
き
手
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

副
業
・
兼
業
を
し
て
い
る
理
由
と
し
て
、
副

業
・
兼
業
を
し
て
い
る
者
の
半
数
以
上
が
「
副

収
入
を
得
た
い
か
ら
」
と
し
て
お
り
、
金
銭
的

な
理
由
が
も
ち
ろ
ん
目
立
っ
て
は
い
る
が
、「
自

分
で
活
躍
で
き
る
場
を
広
げ
た
い
か
ら
」「
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き
る
か

ら
」「
現
在
の
仕
事
で
必
要
な
能
力
を
活
用
・

向
上
さ
せ
る
た
め
」「
好
き
な
こ
と
が
で
き
る

か
ら
」「
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
か
ら
」

と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
自
己
啓
発
の
た
め

に
行
う
層
も
存
在
し
て
い
る
。

　

足
元
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
や

休
業
・
失
業
に
伴
う
余
暇
の
増
加
が
、
企
業
の

副
業
・
兼
業
容
認
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
た
こ
と

も
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
１
年
に
「
副
業
・
兼

業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
定

し
、
副
業
・
兼
業
に
お
け
る
企
業
と
労
働
者
の

一
般
的
な
対
応
を
示
し
た
。
ま
た
「
雇
用
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
て

お
り
、
副
業
・
兼
業
に
関
す
る
環
境
は
着
々
と

整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

副
業
・
兼
業
は
、
個
人
の
能
力
開
発
の
機
会

と
い
う
側
面
も
あ
り
、
ま
た
企
業
に
と
っ
て
み

れ
ば
、
副
業
・
兼
業
を
す
る
働
き
手
が
自
律
的

な
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
一
歩
を
踏
む
こ
と
、
新
た

な
知
見
を
も
た
ら
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動

力
と
な
り
得
る
こ
と
は
本
研
究
で
も
明
ら
か
と

な
っ
た
。
企
業
に
と
っ
て
、
社
員
自
身
の
多
様

な
働
き
方
を
許
容
す
る
こ
と
は
、
社
員
の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
も
持
つ
。
ま

た
、
多
様
な
働
き
方
の
社
員
を
受
け
入
れ
る
こ

と
で
、
大
き
な
変
革
の
き
っ
か
け
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
も
膨
ら
む
。

　

労
働
市
場
の
需
給
の
調
整
面
に
お
い
て
は
、

副
業
・
兼
業
の
促
進
、
多
様
な
働
き
方
の
高
ま

り
は
、
構
造
的
労
働
力
不
足
が
予
測
さ
れ
る
日

本
に
と
っ
て
解
決
の
糸
口
に
な
る
可
能
性
も
あ

り
、
ま
た
働
き
手
の
自
律
的
キ
ャ
リ
ア
形
成
、

生
産
性
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
も
や
は
り
期
待

が
大
き
い
。

　

た
だ
、
本
誌
で
も
記
載
の
通
り
、
メ
リ
ッ
ト

だ
け
に
目
を
向
け
、
安
易
に
導
入
す
る
こ
と
は

必
ず
し
も
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。副
業
・

兼
業
の
広
ま
り
は
抑
え
ら
れ
る
・
止
ま
る
も
の

で
は
な
い
が
、
本
誌
で
見
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
の
研
究
成
果
や
企
業
事
例
な
ど
か

ら
も
、
企
業
側
の
葛
藤
や
障
壁
は
理
解
で
き
る

こ
と
で
あ
り
、
条
件
的
容
認
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
こ
と
は
当
然
の
流
れ
で
あ
る
。

　

本
書
を
通
じ
て
、
企
業
・
個
人
双
方
に
と
っ

て
、
よ
り
良
い
副
業
の
在
り
方
、
組
織
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
在
り
方
を
一
歩
進
め
る
た
め
の
一
考

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

HITO 編集長
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